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常陸大宮市長 鈴木 定幸

「
人
が
輝
き

　安
心
・
快
適
で

　

 

活
力
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て

Sadayuki Suzuki,
Mayor of Hitachiomiya City
常陆大宫市市长　鈴木定幸

Hitachiomiya City, located in the northwest of Ibaraki Precture, to the Eastern side of the Yamizo 
Mountains, is traversed by the Nakagawa and Kujigawa Rivers (both Class 1 rivers). It is a friendly 
place blessed with beautiful scenery. 

Even as the city faces unprecedented challenges posed by the coronavirus pandemic, it is also 
taking steps̶such as childcare assistance̶to address the declining population in order to bring in 
younger generations of people, as well as upgrading urban infrastructure, particularly around 
Hitachiomiya Station. 

This fiscal year, the City revised the Hitachiomiya Future Vision to include a strategic project 
designed to address the key issue of declining population in the city. The project, dubbed the 
“population outflow dam,” outlines three strategies to achieve the future goals of Hitachiomiya: a 
place of dynamism and pride, where people are safe, comfortable, and free to shine.

常陆大宫市位于茨城县的西北部八沟山地的东麓，是一座拥有一

级河流那珂川与久慈川的风光明媚、富有人情味的城市。

市政府目前正在应对新冠病毒感染增多这一前所未有的危机，与

此同时作为人口减少对策，采取促进年轻人家庭定居，完善育儿

支援政策等措施，并且正在推进以常陆大宫站为中心的城市基础

设施改造等充满魅力的城市建设。

此外，本年度还修订了常陆大宫市综合计划“常陆大宫未来创造

展望”，针对本市最重要课题的人口减少对策，作为政策项目以

“防止人口流出的水坝（政策）的构建与实践”为主题，制定了城市

发展的3个战略，努力实现“人人光鲜、安心舒适、充满活力和自豪

的城市”。

Hitachiomiya: a place of dynamism and pride in our town, where people are safe, 
comfortable, and free to shine 

为了实现“人人光鲜、安心舒适、充满活力和自豪的城市”

人口 36,946人
令和6年4月1日現在
常住人口

面積 348.45㎢

男性
18,302人

女性
18,644人

世帯数
15,579世帯

常陸大宮市

　常
陸
大
宮
市
は
、茨
城
県
の
北
西
部
、八
溝
山
地
の
東
麓
に
位
置
し
、一
級
河
川
で
あ
る
那
珂
川

と
久
慈
川
を
抱
く
、風
光
明
媚
で
人
情
味
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　市
で
は
、現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
へ
対
応
し
な
が
ら
、人
口

減
少
対
策
と
し
て
、若
者
世
帯
の
定
住
促
進
へ
向
け
た
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
や
、常
陸
大
宮
駅

を
中
心
と
し
た
都
市
基
盤
整
備
な
ど
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、本
年
度
は
、常
陸
大
宮
市
総
合
計
画「
ひ
た
ち
お
お
み
や
未
来
創
造
ビ
ジ
ョン
」を
改
訂
し
、

本
市
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
人
口

流
出
を
防
ぐ
ダ
ム（
政
策
）の
構
築
と
実
践
」を
テ
ー
マ
に
、３
つ
の
戦
略
を
設
定
し
、市
の
将
来
像
で

あ
る「
人
が
輝
き

　安
心
・
快
適
で

　活
力
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Contents
4
6

8

10

12
14
21

22
24
26
28
30
32
34
35

特集 ふるさとの輝きを発信
伝統 工芸 文化
地域の人々に愛される伝統文化

歴史
古道「南郷道」が歴史の道百選に選定
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位  森林・河川などの自然環境
位  お祭りなどの伝統文化
位  澄んだ空気とおいしい水

市
で
は
、将
来（
２
０
５
０
年
頃
）の
こ
と
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

心
豊
か
に
暮
ら
し
、故
郷
を
愛
し
、慈
し
む

輝
く
ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

輝
く
ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
安
心
し
て
、住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
、

快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
活
力
を
育
み
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

「
常
陸
大
宮
」な
ら
で
は
の

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

活
力
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

※令和2年度に実施した「まちづくりに対するアンケート」結果より
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市の魅力を発信する場所 道の駅

道の駅常陸大宮 かわプラザ

若
手
を
育
成
し
、農
業
を「
伝
え
る
」

豊
か
な
感
情
か
ら
未
来
を「
つ
く
る
」

歴
史
を
受
け
継
ぎ「
つ
な
ぐ
」

常陸農業協同組合 奥久慈枝物部会

石川 幸太郎さん
培
っ
た
技
を
次
世
代
へ
伝
え
、

め
ざ
す
は
日
本
一
の
枝
物
生
産
地

Hitachi Agricultural Cooperative
Oku-kuji Edamono (Ornamental Plants) 
Subcommittee
常陆农业协同组合奥久慈枝物部会

枝物に特化し、産地の発展を目指す
　花桃をはじめ、桜や梅、柳や南天など、生け
花やアレンジメントに利用される花材としての
枝物に特化した部会。現在135名が所属し、
年間250種類以上の枝物を出荷しています。

読み聞かせボランティア

木村 綾香さん

Story-telling volunteers

朗读志愿者

情操教育にも役立つ読み聞かせ活動
　小学1年生から4年生を対象に、月に2回
程度朝の時間を利用して本の読み聞かせ
を行っています。読み手を務めるのは地域
のボランティアの皆さんです。

西塩子の回り舞台歌舞伎参加

綿引 夏乃さん

Taking in travelling kabuki in Nishi-shiogo

参加西盐子巡回舞台歌舞伎

地域の輪もつなぐ、西塩子の回り舞台
　屋外に壮大な舞台を組み上げて歌舞伎
や人形浄瑠璃を演じる伝統の祭り。保存会
の手で半世紀ぶりに復活し、地元小学生も
参加しての定期公演が行われています。

特集　常
陸
大
宮
市
の
穏
や
か
な
気
候
は
枝
物
の
生
育
に
適
し
、県
の

銘
柄
産
地
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。枝
物
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

生
産
し
や
す
く
、選
別
な
ど
の
作
業
を
皆
で
す
る
楽
し
さ
も
あ

り
、会
員
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者
も
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
に
伝
え
て
産
地
の
発
展
に

つ
な
げ
る
た
め
、苗
木
の
無
償
提
供
や
研
修
な
ど
若
い
人
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

わ
が
子
の
反
応
も
参
考
に
本
選
び

豊
か
な
心
を
育
て
て
い
き
た
い

　お
も
し
ろ
い
だ
け
で
な
く
、心
に
残
る
本
、学
び
や
発
見
に
つ

な
が
る
よ
う
な
本
を
選
ん
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　声
の
ト
ー
ン
を
変
え
た
り
、登
場
人
物
に
な
り
き
っ
た
り
、読

み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
興
味
や
反
応
を
引
き

出
す
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。読
み
聞
か
せ
は
豊
か
な
感
情
や
集

中
力
を
育
て
る
の
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

地
域
の
想
い
が
つ
ま
っ
た
大
舞
台
が

歴
史
や
伝
統
を
知
る
き
っ
か
け
に

　私
の
挑
戦
し
た「
三
番
叟
」と
い
う
演
目
は
、台
詞
が
多
く
て

言
葉
も
難
し
い
の
で
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。で
も
練
習
を

続
け
る
う
ち
に
自
信
が
つ
き
、本
番
で
は
踊
り
も
台
詞
も
う
ま

く
い
っ
た
の
で
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。舞
台
の
組
立
て
や

衣
装
な
ど
の
準
備
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、回
り
舞
台
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
、地
元
の
歴
史
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

故
郷
に
愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て

「
伝
え
る
」・「
つ
な
ぐ
」・「
つ
く
る
」を

日
々
発
信
し
て
い
る

「
輝
く
場
所
」が
あ
り
、

「
輝
く
ひ
と
」が
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
輝
き
を
発
信

In addition to selling special products and disseminating tourist information
In addition to sales of local specialty goods and tourism information, this is 
a great place to enjoy the beauty of the four seasons, and a scenic spot to 
take in a relaxing moment along the Kujigawa River. 

Michinoeki Hitachiomiya Kawa Plaza

除了土特产品销售、旅游信息发布之外，这里还能欣赏到久慈川四季各异的美景。

特産品の販売、観光情報発信のほか
久慈川の四季折々の美しい流れと景観を楽しめる
憩いの場所です。

地元常陸大宮産の野菜や果物、キノコなど
新鮮な農産物を豊富に取り揃えている
市民の日常をささえる台所です。

地元常陸大宮産の野菜や果物、キノコなど
新鮮な農産物を豊富に取り揃えている
市民の日常をささえる台所です。

道の駅みわ  北斗星

きら
きらまちひとと

さ
ん 

ば 

そ
う

道之站常陆大宫KAWA广场

This market an important part of daily life for the local people, offering a 
large array of fresh farm products including local fruit, vegetables, 
mushrooms, etc. of Hitachiomiya. 

Michi-no-eki Miwa Hokutosei (Big Dipper)

当地常陆大宫产的蔬菜、水果、蘑菇等各类新鲜农产品应有尽有，堪称支撑市民日常
生活的厨房。

道之站MIWA北斗星

怀着对故乡的眷恋和自豪　每天发布致力于“传递”、“传承”、“创造”的“闪亮的地方”和“闪亮的人物”。

We love our home town, and we’re proud of it! Every month, we put out information, bring people together, and create opportunities, all 
relating to Hitachiomiya. We’ve got fantastic places, and wonderful people! 

Our hometown: Sharing all the countryside has to offer

发布故乡的亮点



45

市の魅力を発信する場所 道の駅

道の駅常陸大宮 かわプラザ

若
手
を
育
成
し
、農
業
を「
伝
え
る
」

豊
か
な
感
情
か
ら
未
来
を「
つ
く
る
」

歴
史
を
受
け
継
ぎ「
つ
な
ぐ
」
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培
っ
た
技
を
次
世
代
へ
伝
え
、

め
ざ
す
は
日
本
一
の
枝
物
生
産
地
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陸
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穏
や
か
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気
候
は
枝
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育
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し
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銘
柄
産
地
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
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分
の
ペ
ー
ス
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生
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や
す
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て
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ノ
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伝
え
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展
に
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な
げ
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た
め
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無
償
提
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や
研
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な
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チ
ャ

レ
ン
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や
す
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環
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づ
く
り
に
も
取
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反
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史
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憩いの場所です。
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市民の日常をささえる台所です。
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道之站常陆大宫KAWA广场

This market an important part of daily life for the local people, offering a 
large array of fresh farm products including local fruit, vegetables, 
mushrooms, etc. of Hitachiomiya. 

Michi-no-eki Miwa Hokutosei (Big Dipper)

当地常陆大宫产的蔬菜、水果、蘑菇等各类新鲜农产品应有尽有，堪称支撑市民日常
生活的厨房。

道之站MIWA北斗星

怀着对故乡的眷恋和自豪　每天发布致力于“传递”、“传承”、“创造”的“闪亮的地方”和“闪亮的人物”。

We love our home town, and we’re proud of it! Every month, we put out information, bring people together, and create opportunities, all 
relating to Hitachiomiya. We’ve got fantastic places, and wonderful people! 

Our hometown: Sharing all the countryside has to offer

发布故乡的亮点



地
域
の
人
々
に

愛
さ
れ
る
伝
統
文
化

こ
れ
か
ら
先
も
人
か
ら
人
へ

地
域
の
財
産
と
し
て

受
け
継
い
で
い
き
ま
す

西
塩
子
の
回
り
舞
台

奥
久
慈
漆
と
は

伝
統
の
技
と
上
質
な
素
材
を

作
品
づ
く
り
に
い
か
す

伝
統
の
技
と
上
質
な
素
材
を

作
品
づ
く
り
に
い
か
す

西
の
内
紙

御
前
山
焼
き

漆
職
人

　漆
器
や
工
芸
品
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

い
る
最
高
級
の
国
産
漆
。家
和
楽
、盛

金
、舟
生
、諸
沢
地
区
で
栽
培
さ
れ
る

特
産
の
奥
久
慈
漆
は
高
い
透
明
度
と

光
沢
の
美
し
さ
で
知
ら
れ
、全
国
的
な

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　漆
器
づ
く
り
は
一
般
的
に
、

漆
掻
き
、木
地
づ
く
り
、塗
り

な
ど
の
各
工
程
を
別
々
の
職

人
が
担
当
す
る
分
業
制
で
行

わ
れ
ま
す
。し
か
し
本
間
さ
ん

は
そ
の
工
程
全
て
を
一
人
で

こ
な
し
、作
品
の
元
と
な
る
丸

太
も
自
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切

り
出
す
ほ
か
、漆
の
栽
培
も
手

が
け
て
い
ま
す
。

　「奥
久
慈
漆
は
こ
の
土
地
で

し
か
採
れ
な
い
も
の
。元
の
木

目
を
生
か
し
つ
つ
色
の
濃
淡
や

美
し
いつ
や
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
、思
い
描
い
た
以
上
の

仕
上
が
り
を
得
ら
れ
ま
す
」と

本
間
さ
ん
。さ
ら
に「
奥
久
慈

漆
に
よ
っ
て
作
品
の
風
合
い
が

増
し
、漆
に
助
け
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」と
言
葉
を

続
け
ま
す
。

　二
十
年
以
上
漆
と
向
き
合
い

な
が
ら
培
っ
た
経
験
と
感
性
、

そ
し
て
奥
久
慈
漆
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
作
品
に
は
、伝
統
工
芸

の
奥
深
い
味
わ
い
と
洗
練
さ
れ

た
意
匠
が
息
づい
てい
ま
す
。

Hitachiomiya is known for a variety of traditional arts that still incorporate original techniques, including 
the nationally-known rural kabuki (Nishi-shiogo revolving stage), Japanese-style washi paper 
(Nishi-no-uchishi) utilizing the mulberry tree, which has long been a staple of paper-making, and more. 
Other notable crafts including Gozenyama ceramics, lacquerware made with Kuji-Oku specialty lacquer, 
and more. We perpetuate an array of special industries drawing on resources cultivated in our unique 
climate and location, passing them on from person to person and generation to generation.

常陆大宫市有日本全国闻名的组装式农村歌舞伎舞台

“西盐子巡回舞台”、使用传统和纸原料“楮”的“西之内

纸”等传承传统技艺的传统文化和各种各样传统工艺

品。此外，御前山烧的陶艺作品和用特产品奥久慈漆制

作的漆器也备受瞩目。利用独特的气候环境资源的产业

也得以继承，并且发扬光大。

The area’s well-loved traditional culture has been passed down from generation to generation in 
the form of distinctive regional cultural properties 

Kenji Honma uses traditional techniques and elegant materials to create special products 
Tradition  Arts  CultureLacquerware artisans

受到当地人们喜爱的传统文化
今后也将作为地区的财富代代相传

传统   工艺  文化

本间健司的作品巧妙运用传统技艺和优质材料

漆器匠人

This is Japan’s highest-quality domestic lacquer, used in the region’s lacquerware and crafts 
Oku-Kuji lacquerware, cultivated in Yawara, Morigane, Funyu, and Morozawa, is known for its 
high transparency and gorgeous glass. 

是用于漆器和工艺品等的顶级日本国产漆。家和乐、盛金、舟生、

诸泽地区栽培的特产品奥久慈漆以其高透明度和光泽之美而闻

名，在日本全国获得好评。

Oku-Kuji lacquer 奥久慈漆

本
間 

健
司
さ
ん 約１か月の時間をかけて組み立てられる舞台。

❶漆木割木四段重箱
　（国際漆展・石川2020 大賞受賞作品）
❷一閑朱塗酒杯
❸黒タタキ鉢　❹本朱タタキ椀

本間 健司さん　［プロフィール］東京都出身。大学卒業後、石川県にて木地づくりや木工ろくろの技術を学ぶ。
漆芸家である父幸夫さんが常陸大宮市盛金地区に漆林を設けたことをきっかけに、2000年に常陸大宮市
へ移住。20年の下積みを経て2020年に独立し、自身の工房を開設。「国際漆展・石川2020」において大賞
を受賞するなど作家としての活躍に注目が集まる。

　「西
塩
子
の
回
り
舞
台
」は
、現
存
す
る
日
本
最

古
の「
組
立
式
農
村
歌
舞
伎
舞
台
」と
し
て
、茨
城

県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Story in
my town

　常
陸
大
宮
市
に
は
、全
国
に
知
ら
れ
る
組
立
式
農

村
歌
舞
伎
舞
台「
西
塩
子
の
回
り
舞
台
」や
古
来
か
ら

伝
わ
る
和
紙
の
原
料「
楮
」を
使
用
し
た「
西
の
内
紙
」

な
ど
、伝
統
技
法
を
守
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
、伝
統

文
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、御
前
山
焼
き
の
陶
芸

作
品
や
、特
産
の
奥
久
慈

漆
で
作
っ
た
漆
器
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　独
自
の
気
候
風
土
に

育
ま
れ
た
資
源
を
生
か

し
た
産
業
も
継
承
さ
れ
、

人
か
ら
人
へ
と
繋
がっ
て
い

き
ま
す
。

こ
う
ぞ

●❶

●❷

●❸

●❹
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and more. We perpetuate an array of special industries drawing on resources cultivated in our unique 
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作的漆器也备受瞩目。利用独特的气候环境资源的产业
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The area’s well-loved traditional culture has been passed down from generation to generation in 
the form of distinctive regional cultural properties 

Kenji Honma uses traditional techniques and elegant materials to create special products 
Tradition  Arts  CultureLacquerware artisans

受到当地人们喜爱的传统文化
今后也将作为地区的财富代代相传

传统   工艺  文化

本间健司的作品巧妙运用传统技艺和优质材料

漆器匠人

This is Japan’s highest-quality domestic lacquer, used in the region’s lacquerware and crafts 
Oku-Kuji lacquerware, cultivated in Yawara, Morigane, Funyu, and Morozawa, is known for its 
high transparency and gorgeous glass. 

是用于漆器和工艺品等的顶级日本国产漆。家和乐、盛金、舟生、

诸泽地区栽培的特产品奥久慈漆以其高透明度和光泽之美而闻

名，在日本全国获得好评。

Oku-Kuji lacquer 奥久慈漆

本
間 
健
司
さ
ん 約１か月の時間をかけて組み立てられる舞台。

❶漆木割木四段重箱
　（国際漆展・石川2020 大賞受賞作品）
❷一閑朱塗酒杯
❸黒タタキ鉢　❹本朱タタキ椀

本間 健司さん　［プロフィール］東京都出身。大学卒業後、石川県にて木地づくりや木工ろくろの技術を学ぶ。
漆芸家である父幸夫さんが常陸大宮市盛金地区に漆林を設けたことをきっかけに、2000年に常陸大宮市
へ移住。20年の下積みを経て2020年に独立し、自身の工房を開設。「国際漆展・石川2020」において大賞
を受賞するなど作家としての活躍に注目が集まる。

　「西
塩
子
の
回
り
舞
台
」は
、現
存
す
る
日
本
最

古
の「
組
立
式
農
村
歌
舞
伎
舞
台
」と
し
て
、茨
城

県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Story in
my town

　常
陸
大
宮
市
に
は
、全
国
に
知
ら
れ
る
組
立
式
農

村
歌
舞
伎
舞
台「
西
塩
子
の
回
り
舞
台
」や
古
来
か
ら

伝
わ
る
和
紙
の
原
料「
楮
」を
使
用
し
た「
西
の
内
紙
」

な
ど
、伝
統
技
法
を
守
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
、伝
統

文
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、御
前
山
焼
き
の
陶
芸

作
品
や
、特
産
の
奥
久
慈

漆
で
作
っ
た
漆
器
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　独
自
の
気
候
風
土
に

育
ま
れ
た
資
源
を
生
か

し
た
産
業
も
継
承
さ
れ
、

人
か
ら
人
へ
と
繋
がっ
て
い

き
ま
す
。

こ
う
ぞ

●❶

●❷

●❸

●❹
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歴
史
年
表

・
土
器
の
出
現

・
稲
作
始
ま
る

・
各
地
に
古
墳
が
作
ら
れ
る

・
常
陸
六
国
の
久（
久
慈
）国
と
仲（
那

　賀
）国
に
属
す

・
横
穴
古
墳
が
作
ら
れ
る

・
常
陸
国
久
慈
郡
と
那
珂
郡
の一部
と
な
る

・「
常
陸
国
風
土
記
」が
作
ら
れ
る

・
鷲
子
山
上
神
社
創
建

・
平
安
時
代
中
頃
に
は
藤
原
秀
郷
の
子
孫

　が
那
珂
、久
慈
郡
に
定
住
し
地
方
豪
族

　と
な
る

・
源
氏
の
名
門
佐
竹
氏
が
興
隆
し
奧
七
郡

　を
支
配

・
源
頼
朝
軍
が
佐
竹
秀
義
を
攻
め
る（
金

　砂
合
戦
）

・
親
鸞
が
越
後
国
よ
り
常
陸
国
へ
移
る

　こ
れ
以
後
、市
内
に
親
鸞
ゆ
か
り
の
寺
が

　創
建
さ
れ
る

・
弁
円
が
東
野
に
楢
原
山
正
法
院
上
宮
寺

　を
創
建
す
る

・
本
泉
寺
創
建

・
佐
竹一族
長
倉
氏
が
長
倉
城
を
築
城
す
る

・
佐
竹
貞
義
が
北
畠
顕
家
・
那
珂
通
辰
軍

　と
甕
ノ
原
合
戦

・
佐
竹
氏
が
瓜
連
城
の
楠
木
正
家
と
戦
う 

・
岩
瀬
城（
現
在
の
誕
生
寺
）で
了
誉
聖
冏

　上
人
が
誕
生
す
る

・こ
の
頃
、依
上
道（
の
ち
の
南
郷
道
）の
記

　述
が
古
文
書
に
現
れ
る

・
小
瀬
義
春
が
各
地
で
戦
功
を
挙
げ
る

・
高
部
諏
訪
神
社
の
社
殿
が
再
建
さ
れ
る

・こ
の
頃
か
ら
、約
百
年
に
及
ぶ
佐
竹
氏
の    

　内
乱（
佐
竹
の
乱
）が
始
ま
る

・
長
倉
城
で
合
戦
が
行
わ
れ
る

・
佐
竹
氏
が
依
上
保
を
占
領
し
常
陸
国
北

　部
一
帯
を
制
圧

・
こ
の
頃
、佐
竹
東
家
が
山
方
御
城
に
入

　城
す
る

・
佐
竹
義
元
が
部
垂
城
を
攻
め
、部
垂
の

　乱
が
始
ま
る

・
部
垂
の
乱
が
終
結
す
る

・
佐
竹
義
昭
が
甲
神
社
に
奉
加
帳
を
奉
納

　す
る

・
こ
の
頃
、佐
竹
東
家
が
山
方
・
檜
澤
・
高

　部
を
所
領
と
す
る

・
雪
村
は
こ
の
頃
市
内
で
誕
生
し
、下
村
田

　付
近
に
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る

・
長
倉
氏
が
柿
岡（
石
岡
市
）へ
移
る

・
佐
竹
氏
が
秋
田
へ
国
替
え
と
な
る

・
水
戸
藩
が
成
立
す
る

・
辰
ノ
口
堰
完
成

・
岩
崎
江
堰
完
成

・
小
場
江
堰
完
成

・こ
の
頃
か
ら
、那
珂
川
久
慈
川
流
域
に
河

　岸
が
操
業
さ
れ
る

・
大
館
城
代
佐
竹
小
場
氏
の
家
臣
が
旧
領

　を
訪
ね「
常
陸
御
用
日
記
」を
記
す

・
西
塩
子
の
回
り
舞
台
の
大
幕
が
作
ら
れ
る

・九
年
に
か
け
て
領
内
が
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
る

・
大
宮
地
方
の
村
々
の
統
合
が
行
わ
れ
る

・
藤
田
小
四
郎
ら
天
狗
党
が
筑
波
山
に
挙
兵

秋
田
県
大
館
市
と
の
歴
史
的
な
縁

　１
６
０
２
年（
慶
長
７
年
）、常
陸
国
を
支
配
し
て
い
た
佐
竹

氏
が
秋
田
に
国
替
え
と
な
り
、旧
大
宮
町
を
本
拠
地
と
し
て
い

た
小
場
氏（
佐
竹
西
家
）も
佐
竹
氏
と
と
も
に
秋
田
へ
移
り
、

１
６
１
０
年（
慶
長
15
年
）初
代
大
館
城
代
と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
も
大
館
市
に
は
、「
部
垂
」「
長
倉
」な
ど
、佐
竹
氏
ゆ

か
り
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。４
０
０
年
の
時
空
を
こ
え

て
、歴
史
的
な
繋
が
り
が
、現
在
の
大
館
市
と
の
友
好
都
市

協
定
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

源氏系図（市指定文化財）
天文年間（1532～1555）、部垂城主佐竹義元が奉納
したと伝えられる清和源氏の系図です。

佐竹義昭奉加帳（県指定文化財）
佐竹氏18代の当主義昭が弘治3年（1557）3月に寄進
をしたときの記録で、佐竹家臣団178人が名を連ねて
います。

秋田県 大館市

直線距離
414.8km

常陸大宮市

古
道「
南
郷
道
」が

歴
史
の
道
百
選
に

選
定

Story in
my town

・
版
籍
奉
還

・
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、茨
城
県
に
属
す

・
小
瀬
一
揆
起
こ
る

・
香
川
敬
三
が
皇
后
宮
大
夫
と
な
る

・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る

・
郡
制
が
実
施
さ
れ
、大
部
分
は
那
珂
郡
へ

・
上
菅
谷
、大
宮
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る

・
大
宮
の
大
火

・
大
宮
町
、山
方
町
、御
前
山
村
が
誕
生

・
美
和
村
、緒
川
村
が
誕
生

・
西
塩
子
の
回
り
舞
台
復
活

・
10
月
16
日
、５
町
村
が
合
併
し
て
常
陸
大

　宮
市
が
誕
生

・
県
内
で
30
年
ぶ
り
に
泉
坂
下
遺
跡
か
ら

　人
面
付
土
器
を
発
見

・
東
日
本
大
震
災（
東
北
地
方
太
平
洋
沖

　地
震
発
生
）

・
約
１
，６
５
０
万
年
前
の
古
代
ゾ
ウ「
ス

　テ
ゴ
ロ
フォ
ド
ン
」の
頭
蓋
化
石
を
市
内
在

　住
の
高
校
生
が
野
上
地
区
で
発
見

・
竜
巻
に
よ
る
被
害
発
生

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン  

　ピ
ッ
ク
競
技
大
会
パ
ラ
オ
共
和
国
の
ホ
ス

　ト
タ
ウ
ン
に
登
録

・「
泉
坂
下
遺
跡
出
土
品
」国
重
要
文
化
財

　に
指
定
、「
泉
坂
下
遺
跡
」国
史
跡
に
指
定

・
東
日
本
台
風（
台
風
第
19
号
）被
害
発
生

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

　ピ
ッ
ク
競
技
大
会

縄
文
文
化
時
代

弥
生
文
化
時
代

古
墳
時
代

奈
良
時
代

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

室
町
時
代

安
土・桃
山
時
代

江
戸
時
代

前
５
０
０
０

前
５
０
０  

４
０
０
〜
６
０
０

７
２
０
ご
ろ

８
０
７

中
期

後
期

１
１
８
０

１
２
１
４

１
２
２
１

１
２
４
８

１
３
１
７

１
３
３
６

１
３
３
７

１
３
４
１

14
世
紀
中
ご
ろ

１
３
８
８

大
同
２
年

治
承
４
年

建
保
２
年

承
久
３
年

宝
治
２
年

文
保
元
年

建
武
３
年

建
武
４
年

暦
応
４
年 

　
　
　
　

　
　
　
　

嘉
慶
２
年

１
４
０
９

１
４
３
５

１
５
０
４

１
５
１
２

１
５
２
９

１
５
４
０

１
５
５
７

16
世
紀
中
ご
ろ

１
５
９
５

１
６
０
２

１
６
０
９ 

１
６
４
９ 

１
６
５
３

１
６
５
６ 

１
７
０
０
ご
ろ

１
７
１
５ 

１
８
２
０

１
８
３
３ 

１
８
６
４ 

応
永
16
年

　
永
享
７
年

永
正
元
年

永
正
９
年

享
禄
２
年

天
文
９
年

弘
治
３
年

文
禄
４
年

慶
長
７
年

慶
長
14
年

慶
安
２
年

承
応
２
年

明
暦
２
年

正
徳
５
年

文
政
３
年

天
保
４
年

元
治
元
年   

明
治
２
年

明
治
４
年 

明
治
９
年

明
治
14
年

明
治
22
年 

明
治
23
年 

大
正
７
年

昭
和
26
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

平
成
９
年

平
成
16
年

平
成
18
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
28
年

平
成
29
年

令
和
元
年

令
和
2
年

令
和
3
年

明

治

大

正

昭

和

平

成

令

和

１
８
６
９ 

１
８
７
１ 

１
８
７
６ 

１
８
８
１

１
８
８
９

１
８
９
０

１
９
１
８ 

１
９
５
１

１
９
５
５ 

１
９
５
６ 

１
９
９
７

２
０
０
４

２
０
０
６

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
９

２
０
２
０

２
０
２
１ 

 

　

●
和
田
地
区
　野
上
地
区
を
北
上

し
て
枇
杷
川
を
わ
た
り
、和
田
地
区へ

の
台
地
を
上
る
坂
道
で
す
。傍
ら
に

は
石
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
館
地
区

　戦
国
時
代
の
城
郭
、

山
方
城
の
堀
底
を
利
用
し
て
い
ま

す
。久
慈
川
沿
い
に
山
方
地
区
か
ら

舟
生
地
区
へ
と
向
か
う
経
路
上
に
位

置
し
てい
ま
す
。

●
盛
金
峠
　盛
金
地
区
か
ら
大
子

町
西
金
地
区へと
向
か
う
こ
の
峠
は
、

久
慈
川
に
面
し
た
狭
い
山
道
で
、江

戸
時
代
に
は
人
や
馬
が
滑
落
の
危
険

を
冒
し
な
が
ら
通
行
し
た「
難
所
」と

し
て
知
ら
れ
てい
ま
し
た
。

●
山
方
城

　応
永
年
間
に
上
杉
氏
家
臣
・
山
方

能
登
守
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。久
慈
川
水
運
や
依
上

道（
の
ち
の
南
郷
道
）の
管
理
を
担
い
、

戦
国
期
に
佐
竹
東
家
が
山
方
城
を
管

理
す
る
よ
う
に
な
る
と
、佐
竹
氏
が
奥

州
南
部
方

面
へ
進
出
す

る
た
め
の
重

要
拠
点
と

位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　江
戸
時
代
に
は
街
道
と
し
て
整

備
さ
れ
た「
南
郷
道
」。水
戸
か
ら
常

陸
大
宮
、
大
子
を
経
て
奥
州
（
棚

倉
）
方
面
へ
と
至
り
、
久
慈
川
水
運

の
発
達
と
と
も
に
、
物
資
の
輸
送
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　南
郷
道
は
令
和
元
年
10
月
、「
歴

史
の
道
百
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。歴
史
の
道
百
選
は
、
歴
史
的
、

文
化
的
に
重
要
な
古
道
や
交
通
関

係
遺
跡
の
保
存
・
活
用
を
促
進
す

る
た
め
、
残
存
状
況
や
他
地
域
と
の

関
連
な
ど
を
基
準
に
文
化
庁
が
選

定
し
て
い
ま
す
。平
成
8
年
に
78
か

所
が
、令
和
元
年
に
36
か
所
が
追
加

選
定
さ
れ
、
全
国
の
114
件
の
古
道
が

「
百
選
」と
な
り
ま
し
た
。

●和田地区

●盛金峠 ●館地区

●山方城の主郭と
　2郭を区切る空堀跡

な
ん  

ご
う  

み
ち

The Nangomichi Road was built as a highway during the Edo Period, stretching from 
Mito to Hitachiomiya to Oji, and finally to Oshu (Tanagura). Along with the development 
of transport along the Kujigawa River, it played a key role in commodity transport. 
In October 2019, Nangomichi Road was named amongst Japan’s Top 100 Historic 
Roads. The Agency for Cultural Affairs employs this system to rank old roads on criteria 
such as status of preservation, connection to other regions, etc. The objective is to 
facilitate preservation and use of these old routes, as well as ruins of old transport 
systems, identified for their historic and cultural value. 
A total of 78 locations were chosen in 1996, and 36 additional ones in 2019, for a total 
of 114. 

“南乡道”在江户时代作为街道修建而成。从水户途径常陆大宫、大子至奥州（棚仓）方向，“南乡

道”与久慈川的水运一起为物资运输起到了重要作用。

南乡道于令和元年10月被选定为“历史之道百选”。为了促进历史、文化上的重要古道和交通相关

遗迹的保存和利用，文化厅依据保存状况及与其它地区的关联性等选定了历史之道百选。

平成8年追加选定78处，令和元年追加选定36处，日本全国114条古道成为“历史之道百选”。

Nangomichi Road ranks amongst Japan’s Top 100 Historic Roads 

古道“南乡道”入选历史之道百选

History

历史

89

Hitachiomiya



歴
史
年
表

・
土
器
の
出
現

・
稲
作
始
ま
る

・
各
地
に
古
墳
が
作
ら
れ
る

・
常
陸
六
国
の
久（
久
慈
）国
と
仲（
那

　賀
）国
に
属
す

・
横
穴
古
墳
が
作
ら
れ
る

・
常
陸
国
久
慈
郡
と
那
珂
郡
の一部
と
な
る

・「
常
陸
国
風
土
記
」が
作
ら
れ
る

・
鷲
子
山
上
神
社
創
建

・
平
安
時
代
中
頃
に
は
藤
原
秀
郷
の
子
孫

　が
那
珂
、久
慈
郡
に
定
住
し
地
方
豪
族

　と
な
る

・
源
氏
の
名
門
佐
竹
氏
が
興
隆
し
奧
七
郡

　を
支
配

・
源
頼
朝
軍
が
佐
竹
秀
義
を
攻
め
る（
金

　砂
合
戦
）

・
親
鸞
が
越
後
国
よ
り
常
陸
国
へ
移
る

　こ
れ
以
後
、市
内
に
親
鸞
ゆ
か
り
の
寺
が

　創
建
さ
れ
る

・
弁
円
が
東
野
に
楢
原
山
正
法
院
上
宮
寺

　を
創
建
す
る

・
本
泉
寺
創
建

・
佐
竹一族
長
倉
氏
が
長
倉
城
を
築
城
す
る

・
佐
竹
貞
義
が
北
畠
顕
家
・
那
珂
通
辰
軍

　と
甕
ノ
原
合
戦

・
佐
竹
氏
が
瓜
連
城
の
楠
木
正
家
と
戦
う 

・
岩
瀬
城（
現
在
の
誕
生
寺
）で
了
誉
聖
冏

　上
人
が
誕
生
す
る

・こ
の
頃
、依
上
道（
の
ち
の
南
郷
道
）の
記

　述
が
古
文
書
に
現
れ
る

・
小
瀬
義
春
が
各
地
で
戦
功
を
挙
げ
る

・
高
部
諏
訪
神
社
の
社
殿
が
再
建
さ
れ
る

・こ
の
頃
か
ら
、約
百
年
に
及
ぶ
佐
竹
氏
の    

　内
乱（
佐
竹
の
乱
）が
始
ま
る

・
長
倉
城
で
合
戦
が
行
わ
れ
る

・
佐
竹
氏
が
依
上
保
を
占
領
し
常
陸
国
北

　部
一
帯
を
制
圧

・
こ
の
頃
、佐
竹
東
家
が
山
方
御
城
に
入

　城
す
る

・
佐
竹
義
元
が
部
垂
城
を
攻
め
、部
垂
の

　乱
が
始
ま
る

・
部
垂
の
乱
が
終
結
す
る

・
佐
竹
義
昭
が
甲
神
社
に
奉
加
帳
を
奉
納

　す
る

・
こ
の
頃
、佐
竹
東
家
が
山
方
・
檜
澤
・
高

　部
を
所
領
と
す
る

・
雪
村
は
こ
の
頃
市
内
で
誕
生
し
、下
村
田

　付
近
に
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る

・
長
倉
氏
が
柿
岡（
石
岡
市
）へ
移
る

・
佐
竹
氏
が
秋
田
へ
国
替
え
と
な
る

・
水
戸
藩
が
成
立
す
る

・
辰
ノ
口
堰
完
成

・
岩
崎
江
堰
完
成

・
小
場
江
堰
完
成

・こ
の
頃
か
ら
、那
珂
川
久
慈
川
流
域
に
河

　岸
が
操
業
さ
れ
る

・
大
館
城
代
佐
竹
小
場
氏
の
家
臣
が
旧
領

　を
訪
ね「
常
陸
御
用
日
記
」を
記
す

・
西
塩
子
の
回
り
舞
台
の
大
幕
が
作
ら
れ
る

・九
年
に
か
け
て
領
内
が
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
る

・
大
宮
地
方
の
村
々
の
統
合
が
行
わ
れ
る

・
藤
田
小
四
郎
ら
天
狗
党
が
筑
波
山
に
挙
兵

秋
田
県
大
館
市
と
の
歴
史
的
な
縁

　１
６
０
２
年（
慶
長
７
年
）、常
陸
国
を
支
配
し
て
い
た
佐
竹

氏
が
秋
田
に
国
替
え
と
な
り
、旧
大
宮
町
を
本
拠
地
と
し
て
い

た
小
場
氏（
佐
竹
西
家
）も
佐
竹
氏
と
と
も
に
秋
田
へ
移
り
、

１
６
１
０
年（
慶
長
15
年
）初
代
大
館
城
代
と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
も
大
館
市
に
は
、「
部
垂
」「
長
倉
」な
ど
、佐
竹
氏
ゆ

か
り
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。４
０
０
年
の
時
空
を
こ
え

て
、歴
史
的
な
繋
が
り
が
、現
在
の
大
館
市
と
の
友
好
都
市

協
定
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

源氏系図（市指定文化財）
天文年間（1532～1555）、部垂城主佐竹義元が奉納
したと伝えられる清和源氏の系図です。

佐竹義昭奉加帳（県指定文化財）
佐竹氏18代の当主義昭が弘治3年（1557）3月に寄進
をしたときの記録で、佐竹家臣団178人が名を連ねて
います。

秋田県 大館市

直線距離
414.8km

常陸大宮市

古
道「
南
郷
道
」が

歴
史
の
道
百
選
に

選
定

Story in
my town

・
版
籍
奉
還

・
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、茨
城
県
に
属
す

・
小
瀬
一
揆
起
こ
る

・
香
川
敬
三
が
皇
后
宮
大
夫
と
な
る

・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る

・
郡
制
が
実
施
さ
れ
、大
部
分
は
那
珂
郡
へ

・
上
菅
谷
、大
宮
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る

・
大
宮
の
大
火

・
大
宮
町
、山
方
町
、御
前
山
村
が
誕
生

・
美
和
村
、緒
川
村
が
誕
生

・
西
塩
子
の
回
り
舞
台
復
活

・
10
月
16
日
、５
町
村
が
合
併
し
て
常
陸
大

　宮
市
が
誕
生

・
県
内
で
30
年
ぶ
り
に
泉
坂
下
遺
跡
か
ら

　人
面
付
土
器
を
発
見

・
東
日
本
大
震
災（
東
北
地
方
太
平
洋
沖

　地
震
発
生
）

・
約
１
，６
５
０
万
年
前
の
古
代
ゾ
ウ「
ス

　テ
ゴ
ロ
フォ
ド
ン
」の
頭
蓋
化
石
を
市
内
在

　住
の
高
校
生
が
野
上
地
区
で
発
見

・
竜
巻
に
よ
る
被
害
発
生

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン  

　ピ
ッ
ク
競
技
大
会
パ
ラ
オ
共
和
国
の
ホ
ス

　ト
タ
ウ
ン
に
登
録

・「
泉
坂
下
遺
跡
出
土
品
」国
重
要
文
化
財

　に
指
定
、「
泉
坂
下
遺
跡
」国
史
跡
に
指
定

・
東
日
本
台
風（
台
風
第
19
号
）被
害
発
生

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

　ピ
ッ
ク
競
技
大
会

縄
文
文
化
時
代

弥
生
文
化
時
代

古
墳
時
代

奈
良
時
代

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

室
町
時
代

安
土・桃
山
時
代

江
戸
時
代

前
５
０
０
０

前
５
０
０  

４
０
０
〜
６
０
０

７
２
０
ご
ろ

８
０
７

中
期

後
期

１
１
８
０

１
２
１
４

１
２
２
１

１
２
４
８

１
３
１
７

１
３
３
６

１
３
３
７

１
３
４
１

14
世
紀
中
ご
ろ

１
３
８
８

大
同
２
年

治
承
４
年

建
保
２
年

承
久
３
年

宝
治
２
年

文
保
元
年

建
武
３
年

建
武
４
年

暦
応
４
年 

　
　
　
　

　
　
　
　

嘉
慶
２
年

１
４
０
９

１
４
３
５

１
５
０
４

１
５
１
２

１
５
２
９

１
５
４
０

１
５
５
７

16
世
紀
中
ご
ろ

１
５
９
５

１
６
０
２

１
６
０
９ 

１
６
４
９ 

１
６
５
３

１
６
５
６ 

１
７
０
０
ご
ろ

１
７
１
５ 

１
８
２
０

１
８
３
３ 

１
８
６
４ 

応
永
16
年

　
永
享
７
年

永
正
元
年

永
正
９
年

享
禄
２
年

天
文
９
年

弘
治
３
年

文
禄
４
年

慶
長
７
年

慶
長
14
年

慶
安
２
年

承
応
２
年

明
暦
２
年

正
徳
５
年

文
政
３
年

天
保
４
年

元
治
元
年   

明
治
２
年

明
治
４
年 

明
治
９
年

明
治
14
年

明
治
22
年 

明
治
23
年 

大
正
７
年

昭
和
26
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

平
成
９
年

平
成
16
年

平
成
18
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
28
年

平
成
29
年

令
和
元
年

令
和
2
年

令
和
3
年

明

治

大

正

昭

和

平

成

令

和

１
８
６
９ 

１
８
７
１ 

１
８
７
６ 

１
８
８
１

１
８
８
９

１
８
９
０

１
９
１
８ 

１
９
５
１

１
９
５
５ 

１
９
５
６ 

１
９
９
７

２
０
０
４

２
０
０
６

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
６

２
０
１
７

２
０
１
９

２
０
２
０

２
０
２
１ 

 

　

●
和
田
地
区
　野
上
地
区
を
北
上

し
て
枇
杷
川
を
わ
た
り
、和
田
地
区へ

の
台
地
を
上
る
坂
道
で
す
。傍
ら
に

は
石
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
館
地
区

　戦
国
時
代
の
城
郭
、

山
方
城
の
堀
底
を
利
用
し
て
い
ま

す
。久
慈
川
沿
い
に
山
方
地
区
か
ら

舟
生
地
区
へ
と
向
か
う
経
路
上
に
位

置
し
てい
ま
す
。

●
盛
金
峠
　盛
金
地
区
か
ら
大
子

町
西
金
地
区へと
向
か
う
こ
の
峠
は
、

久
慈
川
に
面
し
た
狭
い
山
道
で
、江

戸
時
代
に
は
人
や
馬
が
滑
落
の
危
険

を
冒
し
な
が
ら
通
行
し
た「
難
所
」と

し
て
知
ら
れ
てい
ま
し
た
。

●
山
方
城

　応
永
年
間
に
上
杉
氏
家
臣
・
山
方

能
登
守
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。久
慈
川
水
運
や
依
上

道（
の
ち
の
南
郷
道
）の
管
理
を
担
い
、

戦
国
期
に
佐
竹
東
家
が
山
方
城
を
管

理
す
る
よ
う
に
な
る
と
、佐
竹
氏
が
奥

州
南
部
方

面
へ
進
出
す

る
た
め
の
重

要
拠
点
と

位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　江
戸
時
代
に
は
街
道
と
し
て
整

備
さ
れ
た「
南
郷
道
」。水
戸
か
ら
常

陸
大
宮
、
大
子
を
経
て
奥
州
（
棚

倉
）
方
面
へ
と
至
り
、
久
慈
川
水
運

の
発
達
と
と
も
に
、
物
資
の
輸
送
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　南
郷
道
は
令
和
元
年
10
月
、「
歴

史
の
道
百
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。歴
史
の
道
百
選
は
、
歴
史
的
、

文
化
的
に
重
要
な
古
道
や
交
通
関

係
遺
跡
の
保
存
・
活
用
を
促
進
す

る
た
め
、
残
存
状
況
や
他
地
域
と
の

関
連
な
ど
を
基
準
に
文
化
庁
が
選

定
し
て
い
ま
す
。平
成
8
年
に
78
か

所
が
、令
和
元
年
に
36
か
所
が
追
加

選
定
さ
れ
、
全
国
の
114
件
の
古
道
が

「
百
選
」と
な
り
ま
し
た
。

●和田地区

●盛金峠 ●館地区

●山方城の主郭と
　2郭を区切る空堀跡

な
ん  

ご
う  

み
ち

The Nangomichi Road was built as a highway during the Edo Period, stretching from 
Mito to Hitachiomiya to Oji, and finally to Oshu (Tanagura). Along with the development 
of transport along the Kujigawa River, it played a key role in commodity transport. 
In October 2019, Nangomichi Road was named amongst Japan’s Top 100 Historic 
Roads. The Agency for Cultural Affairs employs this system to rank old roads on criteria 
such as status of preservation, connection to other regions, etc. The objective is to 
facilitate preservation and use of these old routes, as well as ruins of old transport 
systems, identified for their historic and cultural value. 
A total of 78 locations were chosen in 1996, and 36 additional ones in 2019, for a total 
of 114. 

“南乡道”在江户时代作为街道修建而成。从水户途径常陆大宫、大子至奥州（棚仓）方向，“南乡

道”与久慈川的水运一起为物资运输起到了重要作用。

南乡道于令和元年10月被选定为“历史之道百选”。为了促进历史、文化上的重要古道和交通相关

遗迹的保存和利用，文化厅依据保存状况及与其它地区的关联性等选定了历史之道百选。

平成8年追加选定78处，令和元年追加选定36处，日本全国114条古道成为“历史之道百选”。

Nangomichi Road ranks amongst Japan’s Top 100 Historic Roads 

古道“南乡道”入选历史之道百选
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泉
坂
下
遺
跡
出
土
品

　出
土
品
の
中
で
も
最
も
特
徴
的
な「
人
面
付
壺
型
土

器
」。関
係
者
の
間
で
は「
い
ず
み
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

※

出
土
品
の一部
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
見
学
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

泉
坂
下
遺
跡

　泉
坂
下
遺
跡
は
、平
成

18
年
度（
２
０
０
６
）の

学
術
調
査
に
お
い
て
、久

慈
川
の
ほ
と
り
の
低
位

段
丘
上
で
発
見
さ
れ
た

弥
生
時
代
中
期（
約
２
３

０
０
年
前
）の
再
葬
墓
遺

跡
。再
葬
墓
と
は
、一
度

死
者
を
埋
葬
後
、骨
化
を

待
っ
て
遺
骨
を
堀
り
上

げ
、壺
に
納
め
再
び
葬
る
お
墓
の
こ
と
。発
掘
さ
れ
た
人

面
付
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
壺
型
土
器
は
、現

代
で
い
う「
骨
壺
」に
あ
た
り
ま
す
。数
多
く
発
見
さ
れ

た
土
器
の
中
に
、人
面
付
壺
型
土
器
が
あ
っ
た
こ
と
で

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
土
器
や
副
葬
品
61
点
と
遺
跡
は
、そ
れ
ぞ
れ

国
指
定
重
要
文
化
財
、国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、県
内
初
の

ダ
ブ
ル
国
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

Hitachiomiya boasts numerous cultural properties, including 
superior examples of Buddhist statues, traditional buildings, 
antique assembly-type theater stages, festivals, etc. 
The Izumisakashita ruins are Japan’s first reburial ruins to be 
given national designation. Learning about these treasures of 
Hitachiomiya generates more admiration for our hometown, 
and ultimately leads to greater prosperity for the area. 
Hitachiomiya boasts numerous other treasures, including 
Tangible Cultural Properties such as buildings and sculptures 
representing the history, culture, and religion of the area; 
Intangible Cultural Properties such as handmade Japanese 
paper, folk art, etc.; and irreplaceable natural monuments 
such as a giant tree. 

常陆大宫市有优质佛像与建筑物、组装式舞台和祭礼等各种文化遗产。

其中，泉坂下遗迹成为日本首个国家指定的再葬墓遗迹。学习了解这些

市内宝物、培育爱故乡之心有助于乡育立市的实现。另外，在这片土地的

历史、文化、信仰中孕育的建筑物和雕刻等有形文化财产、手工抄制和纸

与民俗艺术等非物质文化财产、巨树等天然纪念物都是宝贵的财产。

Oral tradition: cultural treasures of our home town 
Hitachiomiya City 

口口相传的故乡常陆大宫市的宝物

間宮家住宅主屋 （一棟）

板戸絵

木造宝冠釈迦如来坐像 （１躯）

木造聖徳太子立像【南無仏太子】（１躯）

泉坂下遺跡

語
り
継
が
れ
る
我
が
故
郷

常
陸
大
宮
市
の
た
か
ら
も
の

Story in
my town

　常
陸
大
宮
市
に
は
、優
れ
た
仏
像
や
建
造
物
、組
立
式
の
舞
台

や
祭
礼
な
ど
、様
々
な
文
化
財
が
数
多
く
所
在
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、泉
坂
下
遺
跡
は
再
葬
墓
遺
跡
と
し
て
日
本
初
の
国
指
定
を
受

け
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
市
の
貴
重
な
た
か
ら
も
の
を
知
り
学
び
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
郷
育
立
市
に
繋
がっ
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、こ
の
地
の
歴
史
・
文
化
・
信
仰
に
育
ま
れ
た
建
造
物
や
彫
刻

な
ど
の
有
形
文
化
財
、手
漉
き
和
紙
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
文

化
財
、巨
樹
な
ど
の
天
然
記
念
物
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
　
　

銅製華鬘 （２枚）
　国長の阿弥陀院に伝わる華鬘です。華鬘とは、仏堂の長押などにかけて空間を
装飾する荘厳具です。中央の彫刻部分に銘文が刻まれており、室町時代後半の永
禄12年（1569）と元亀4年（1573）に奉納されたものであることや奉納主の名（東善
寺俊長）がわかります。

百観音
　所 に々メノウの採掘跡が見られる山
全体に約１００体ほどの観音像がある
ことから「百観音」と呼ばれます。中で
も山の中腹には奥行き約１０メートルほ
どの横穴があり、その両側に４０体ほど
の観音像が安置されています。

西の内紙 （手漉和紙）
　奥久慈で生産される楮（那須楮）だけを原料として漉かれる強靭な和紙。水に強く
文字が滲まないため、商家の大福帳として重宝されました。水戸藩の財政を支えた代
表的な産物です。昭和半ばまで農閑期における山間農家の貴重な現金収入源として、
美和・緒川・御前山地域でも漉かれていましたが、現在では「五介和紙」「紙のさと」の
みがその技術を継承しています。

坪井上遺跡出土硬玉製大珠 （8点）

　下村田の坪井上遺跡から出土した縄文時代中期
のヒスイ製大珠。ヒスイは新潟県糸魚川市姫川産と
みられることから当時の遠隔交易の様子が伺えます。
１つの遺跡から８点の出土は全国最多であり、このう
ち市所蔵の7点が県指定となっています。

銅板製十一面観音懸仏 （1面）
　桧山地区の青山同姓の氏神として祀られているもの。地元では､ 「鍋蓋観音」と呼ば
れ観音堂に安置されていました。また、安産の神様として子どもを授かったとき､無事に出
産したときにお参りしたと言われています。懸仏とは、銅等の円板に仏像を取り付けたり、
浮き彫りにしたりしたものです。本資料は、直径33.5ｃｍ､重さは0.75ｋｇ。材質は銅製で
鏡板と観音像本体は別製､本体は打ち出しで、制作年代は室町時代と思われます。県北
地域での懸仏の残存数は数少なく、県内でも貴重な事例です。

ナウマンゾウ臼歯化石 （左上顎）

　ナウマンゾウの左上臼歯（奥歯）の化石。ナウマ
ンゾウは、日本の氷河時代に栄えたゾウの一種で、
今から約６５万年～４２万年前頃に出現したと言
われています。この化石は戦後､ 西塩子地区の所
貫谷津の道路工事中に偶然発見されたものであ
り、重さは1.65ｋｇ､最大幅8.5ｃｍ､県北地域では
唯一の確認事例です。また、産出地層の年代から
推測する限り県内最古の可能性があります。

木造狛犬 (1対）
　甲神社に伝わる木造狛犬。阿形と吽形の一対で、阿形は高さ
46.3㎝、幅22.8㎝、吽形は高さ47.2㎝、幅23.2㎝です。本像はと
もに角のない獅子形となっています。加えて、阿形は巻き毛、吽形
はバナナの房のような直毛のたてがみをもち、背中には筋骨の浮
き出た様子が彫刻されています。
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泉
坂
下
遺
跡
出
土
品

　出
土
品
の
中
で
も
最
も
特
徴
的
な「
人
面
付
壺
型
土

器
」。関
係
者
の
間
で
は「
い
ず
み
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

※

出
土
品
の一部
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
見
学
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

泉
坂
下
遺
跡

　泉
坂
下
遺
跡
は
、平
成

18
年
度（
２
０
０
６
）の

学
術
調
査
に
お
い
て
、久

慈
川
の
ほ
と
り
の
低
位

段
丘
上
で
発
見
さ
れ
た

弥
生
時
代
中
期（
約
２
３

０
０
年
前
）の
再
葬
墓
遺

跡
。再
葬
墓
と
は
、一
度

死
者
を
埋
葬
後
、骨
化
を

待
っ
て
遺
骨
を
堀
り
上

げ
、壺
に
納
め
再
び
葬
る
お
墓
の
こ
と
。発
掘
さ
れ
た
人

面
付
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
壺
型
土
器
は
、現

代
で
い
う「
骨
壺
」に
あ
た
り
ま
す
。数
多
く
発
見
さ
れ

た
土
器
の
中
に
、人
面
付
壺
型
土
器
が
あ
っ
た
こ
と
で

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
土
器
や
副
葬
品
61
点
と
遺
跡
は
、そ
れ
ぞ
れ

国
指
定
重
要
文
化
財
、国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、県
内
初
の

ダ
ブ
ル
国
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

Hitachiomiya boasts numerous cultural properties, including 
superior examples of Buddhist statues, traditional buildings, 
antique assembly-type theater stages, festivals, etc. 
The Izumisakashita ruins are Japan’s first reburial ruins to be 
given national designation. Learning about these treasures of 
Hitachiomiya generates more admiration for our hometown, 
and ultimately leads to greater prosperity for the area. 
Hitachiomiya boasts numerous other treasures, including 
Tangible Cultural Properties such as buildings and sculptures 
representing the history, culture, and religion of the area; 
Intangible Cultural Properties such as handmade Japanese 
paper, folk art, etc.; and irreplaceable natural monuments 
such as a giant tree. 

常陆大宫市有优质佛像与建筑物、组装式舞台和祭礼等各种文化遗产。

其中，泉坂下遗迹成为日本首个国家指定的再葬墓遗迹。学习了解这些

市内宝物、培育爱故乡之心有助于乡育立市的实现。另外，在这片土地的

历史、文化、信仰中孕育的建筑物和雕刻等有形文化财产、手工抄制和纸

与民俗艺术等非物质文化财产、巨树等天然纪念物都是宝贵的财产。

Oral tradition: cultural treasures of our home town 
Hitachiomiya City 

口口相传的故乡常陆大宫市的宝物

間宮家住宅主屋 （一棟）

板戸絵

木造宝冠釈迦如来坐像 （１躯）

木造聖徳太子立像【南無仏太子】（１躯）

泉坂下遺跡

語
り
継
が
れ
る
我
が
故
郷

常
陸
大
宮
市
の
た
か
ら
も
の

Story in
my town

　常
陸
大
宮
市
に
は
、優
れ
た
仏
像
や
建
造
物
、組
立
式
の
舞
台

や
祭
礼
な
ど
、様
々
な
文
化
財
が
数
多
く
所
在
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、泉
坂
下
遺
跡
は
再
葬
墓
遺
跡
と
し
て
日
本
初
の
国
指
定
を
受

け
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
市
の
貴
重
な
た
か
ら
も
の
を
知
り
学
び
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
郷
育
立
市
に
繋
がっ
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、こ
の
地
の
歴
史
・
文
化
・
信
仰
に
育
ま
れ
た
建
造
物
や
彫
刻

な
ど
の
有
形
文
化
財
、手
漉
き
和
紙
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
文

化
財
、巨
樹
な
ど
の
天
然
記
念
物
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
　
　

銅製華鬘 （２枚）
　国長の阿弥陀院に伝わる華鬘です。華鬘とは、仏堂の長押などにかけて空間を
装飾する荘厳具です。中央の彫刻部分に銘文が刻まれており、室町時代後半の永
禄12年（1569）と元亀4年（1573）に奉納されたものであることや奉納主の名（東善
寺俊長）がわかります。

百観音
　所 に々メノウの採掘跡が見られる山
全体に約１００体ほどの観音像がある
ことから「百観音」と呼ばれます。中で
も山の中腹には奥行き約１０メートルほ
どの横穴があり、その両側に４０体ほど
の観音像が安置されています。

西の内紙 （手漉和紙）
　奥久慈で生産される楮（那須楮）だけを原料として漉かれる強靭な和紙。水に強く
文字が滲まないため、商家の大福帳として重宝されました。水戸藩の財政を支えた代
表的な産物です。昭和半ばまで農閑期における山間農家の貴重な現金収入源として、
美和・緒川・御前山地域でも漉かれていましたが、現在では「五介和紙」「紙のさと」の
みがその技術を継承しています。

坪井上遺跡出土硬玉製大珠 （8点）

　下村田の坪井上遺跡から出土した縄文時代中期
のヒスイ製大珠。ヒスイは新潟県糸魚川市姫川産と
みられることから当時の遠隔交易の様子が伺えます。
１つの遺跡から８点の出土は全国最多であり、このう
ち市所蔵の7点が県指定となっています。

銅板製十一面観音懸仏 （1面）
　桧山地区の青山同姓の氏神として祀られているもの。地元では､ 「鍋蓋観音」と呼ば
れ観音堂に安置されていました。また、安産の神様として子どもを授かったとき､無事に出
産したときにお参りしたと言われています。懸仏とは、銅等の円板に仏像を取り付けたり、
浮き彫りにしたりしたものです。本資料は、直径33.5ｃｍ､重さは0.75ｋｇ。材質は銅製で
鏡板と観音像本体は別製､本体は打ち出しで、制作年代は室町時代と思われます。県北
地域での懸仏の残存数は数少なく、県内でも貴重な事例です。

ナウマンゾウ臼歯化石 （左上顎）

　ナウマンゾウの左上臼歯（奥歯）の化石。ナウマ
ンゾウは、日本の氷河時代に栄えたゾウの一種で、
今から約６５万年～４２万年前頃に出現したと言
われています。この化石は戦後､ 西塩子地区の所
貫谷津の道路工事中に偶然発見されたものであ
り、重さは1.65ｋｇ､最大幅8.5ｃｍ､県北地域では
唯一の確認事例です。また、産出地層の年代から
推測する限り県内最古の可能性があります。

木造狛犬 (1対）
　甲神社に伝わる木造狛犬。阿形と吽形の一対で、阿形は高さ
46.3㎝、幅22.8㎝、吽形は高さ47.2㎝、幅23.2㎝です。本像はと
もに角のない獅子形となっています。加えて、阿形は巻き毛、吽形
はバナナの房のような直毛のたてがみをもち、背中には筋骨の浮
き出た様子が彫刻されています。
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　道
の
駅
常
陸
大
宮
〜
か
わ
プ
ラ
ザ
〜
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機

に
、集
落
活
性
化
ビ
ジ
ョン
を
策
定
。エ
ゴ
マ
や
メ
ン
マ
等
を
特
産

品
と
し
て
開
発
を
行
う
、大
賀
地
域
活
性
化
協
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、久
慈
岡
地
区
が
竹
林
を
整
備
し
、メ
ン

マ
開
発
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
く
だ
も
の
﹈

﹇
枝
物
﹈

﹇
精
肉
﹈
　
　
　

﹇
た
ま
ご
﹈

﹇
納
豆
﹈

加
工
品

農
林
畜
水
産
物

工
芸
品

﹇
ゆ
ず
﹈

﹇
え
ご
ま 

﹈

﹇
え
ご
ま
・
麺
類
﹈

﹇
味
噌
﹈

﹇
乾
燥
ふ
き
・
き
ゃ
ら
ぶ
き
﹈

﹇
プ
リ
ン・
玉
子
焼
﹈

﹇
ピ
ク
ル
ス
﹈

﹇
米
・や
さ
い・
き
の
こ
﹈

﹇
煮
豆
・コ
ン
フィ
チュ
ー
ル
﹈

﹇
ス
イ
ー
ツ
﹈

﹇
ほ
し
い
も
﹈

﹇
肉
・
魚
﹈

﹇
西
ノ
内
紙
﹈

﹇
五
介
和
紙
﹈

﹇
紙
の
さ
と
﹈

奥
久
慈
い
ち
ご

﹇
奥
久
慈
い
ち
ご
研
究
会
﹈

あ
ゆ
の
塩
焼
き

﹇
常
陸
大
宮
市
観
光
協
会
﹈

瑞
穂
牛

﹇
有
限
会
社 

瑞
穂
農
場
﹈

舟
ヶ
作
ぶ
ど
う
園
の

ぶ
ど
う

﹇
舟
ヶ
作
ぶ
ど
う
園
﹈

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
﹈

奥
久
慈
あ
ゆ
の
里

り
ん
ご

﹇
常
陸
大
宮
市

山
方
果
樹
組
合
﹈

瑞
穂
牛

メ
ン
チ
カ
ツ

﹇
有
限
会
社 

瑞
穂
農
場
﹈

﹇
焼
酎
﹈

本
格
そ
ば
焼
酎

檜
沢
城

﹇
株
式
会
社
剛
烈
酒
造
﹈

﹇
元
気
な
郷
づ
く
り 

株
式
会
社
﹈

奥
久
慈
の
花
桃

﹇
JA
常
陸 

奥
久
慈
枝
物
部
会
﹈

奥
久
慈
桜

﹇
JA
常
陸 

奥
久
慈
枝
物
部
会
﹈

石
黒
た
ま
ご
園
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
石
黒
た
ま
ご
園
﹈

環
の
花
の
平
飼
い

有
精
卵
プ
リ
ン

﹇
環
の
花
﹈

奥
久
慈
卵

﹇
株
式
会
社 

ひ
た
ち
農
園
﹈

環
の
花
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
環
の
花
﹈

厚
焼
玉
子 

奥
久
慈

﹇
株
式
会
社 

ひ
た
ち
農
園
﹈

塩
田
み
そ

﹇
塩
田
農
産
物
加
工
所
利
用
組
合
﹈

自
家
製
こ
う
じ

緒
川
産
手
作
り
み
そ

﹇
緒
川
村
地
域
資
源
研
究
会
﹈

ほ
り
え
農
園
の

紅
は
る
か

﹇
堀
江
農
園
﹈

ま
に
ま
に
農
園
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
ま
に
ま
に
農
園
﹈

ち
び
ま
る
な
っ
と
う

﹇
丸
真
食
品 

株
式
会
社
﹈

奥
久
慈
の
恵

う
ま
か
っぺ

﹇
奥
久
慈
う
ま
い
米

生
産
協
議
会 

大
宮
支
部
﹈

﹇
ゆ
ず
﹈

柚
子
き
れ
い

﹇
常
陸
大
宮
市

温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

ゆ
ず
パス
タ
ソ
ー
ス

﹇
常
陸
大
宮
市

温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

野
菜
た
っ
ぷ
り

え
ご
ま

生
ド
レッ
シ
ン
グ

（
和
風
・
人
参
）

﹇
食
乃
匠 

遊
膳
﹈

さ
わ
や
か

ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー

﹇
常
陸
大
宮
市
温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

原
木
生
椎
茸

﹇
JA
常
陸  

大
宮
地
区
椎
茸
部
会
﹈

奥
久
慈
ね
ぎ

﹇
JA
常
陸 

大
宮
地
区
ね
ぎ
部
会
﹈

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

コ
ン
フィ
チュ
ー
ル

﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
﹈

常
陸
大
黒
の
煮
豆

﹇
い
ち
ご
B
O
X
﹈

べっ
ぴ
ん 

ピ
ク
ル
ス

﹇
食
乃
匠 

遊
膳
﹈

奥
久
慈
な
す

﹇
JA
常
陸 

大
宮
地
区
な
す
部
会
﹈

え
ご
ま
油

﹇
元
気
な
郷
づ
く
り 

株
式
会
社
﹈ 

藤
右
衛
門

ら
ー
め
ん

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

え
ご
ま
ラ
ー
メ
ン

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

え
ご
ま
う
ど
ん

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

道の駅常陸大宮～かわプラザ～
Gelato＆Smoothieのジェラート
［元気な郷づくり 株式会社］

ブルーベリータルト
ブルーベリーチーズタルト
［ブルーベリーフレンドファーム］

生
ク
リ
ー
ム
大
福

（
奥
久
慈
い
ち
ご
・

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
）

お
お
み
や
マ
ド
レ
ー
ヌ

ど
ら
焼
き

﹇
有
限
会
社 

菓
子
処
ふ
る
さ
わ
﹈

ひ
た
ち
姫
ス
ム
ー
ジ
ー

﹇
い
ち
ご
B
O
X
﹈

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
は
？

　地
元
常
陸
大
宮
産
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ン
マ
の
原
材
料
は
、久

慈
川
竹
林
の
真
竹
で
す
。採
れ
た
て
の
た
け
の
こ
を
丁
寧
に
加

工
し
、柔
ら
か
い
食
感
と
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
に
仕
上
げ
た
自

慢
の
逸
品
で
す
。国
産
で
あ
る
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

美
味
し
さ
の
こ
だ
わ
り
は
？

　国
産
メ
ン
マ
は
珍
し
い
上
、産
地
と
生
産
者
の
顔
が
わ
か
る

安
心
か
ら
か
、首
都
圏
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。売
れ
行

き
の
良
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
親
し
ま
れ
る

地
元
の
特
産
品
と
し
て
、生
産
量
の
増
加
に
努
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

６
年
の
開
発
期
間
か
ら
地
域
の
顔
へ

特産品認証マーク

久
慈
川 

乾
燥
ふ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
﹈ そ 

さ
い

佃
煮 

久
慈
川 

き
ゃ
ら
ぶ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
﹈ そ 

さ
い

久
慈
川 

水
ふ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

ファ
ミ
リ
ー
ファ
ー
ム
﹈

そ 

さ
い

※認証特産品としての登録名称は「西ノ内和紙」です。

地
元
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

認
証
特
産
品

　常
陸
大
宮
さ
ん
認
証
と
は
、市
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
た
優
れ
た
農
林
畜
水
産
物
や
加
工
品
で
、地

域
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
市
の
特

産
品
と
し
て
認
証
す
る
制
度
で
す
。豊
か
な
自
然

と
生
産
者
の
努
力
が
育
ん
だ
自
慢
の
特
産
品
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

The Hitachiomiya certification is conferred upon superior 
agricultural and marine products and processed items 
produced and manufactured in Hitachiomiya, as one 
means of promoting the region. We are pleased to bring 
these specialty products of Hitachiomiya̶which are the 
result of our magnificent natural environment and the 
sustained efforts of producers̶to the broader public. 

常陆大宫认证指的是市内生产制造的优秀农林水产品和加工

品，作为能够传递地区魅力的市特产品进行认证的制度。丰富的

自然资源和生产者的努力培育出引以为豪的产品。

Source of local pride
Certified Hitachiomiya local specialties 

当地引以为豪之物
常陆大宫产认证特产

地
元
の
自
慢認

証
特
産
品

常
陸
大
宮
さ
ん

久
慈
川
た
け
の
こ
メ
ン
マ

久
慈
岡
地
区
の

髙
安
敏
明
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

メ
ン
マ
で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
！

メ
ン
マ
で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
！

新
し
い
仲
間
も
加
わ
り

地
域
の
お
い
し
さ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

新
し
い
仲
間
も
加
わ
り

地
域
の
お
い
し
さ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

西
ノ
内
判

一
枚
漉
き
は
が
き

半
紙

読
書
セ
ッ
ト

絵
手
紙
セ
ッ
ト

強
製
紙
座
布
団
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　道
の
駅
常
陸
大
宮
〜
か
わ
プ
ラ
ザ
〜
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機

に
、集
落
活
性
化
ビ
ジ
ョン
を
策
定
。エ
ゴ
マ
や
メ
ン
マ
等
を
特
産

品
と
し
て
開
発
を
行
う
、大
賀
地
域
活
性
化
協
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、久
慈
岡
地
区
が
竹
林
を
整
備
し
、メ
ン

マ
開
発
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
く
だ
も
の
﹈

﹇
枝
物
﹈

﹇
精
肉
﹈
　
　
　

﹇
た
ま
ご
﹈

﹇
納
豆
﹈

加
工
品

農
林
畜
水
産
物

工
芸
品

﹇
ゆ
ず
﹈

﹇
え
ご
ま 

﹈

﹇
え
ご
ま
・
麺
類
﹈

﹇
味
噌
﹈

﹇
乾
燥
ふ
き
・
き
ゃ
ら
ぶ
き
﹈

﹇
プ
リ
ン・
玉
子
焼
﹈

﹇
ピ
ク
ル
ス
﹈

﹇
米
・や
さ
い・
き
の
こ
﹈

﹇
煮
豆
・コ
ン
フィ
チュ
ー
ル
﹈

﹇
ス
イ
ー
ツ
﹈

﹇
ほ
し
い
も
﹈

﹇
肉
・
魚
﹈

﹇
西
ノ
内
紙
﹈

﹇
五
介
和
紙
﹈

﹇
紙
の
さ
と
﹈

奥
久
慈
い
ち
ご

﹇
奥
久
慈
い
ち
ご
研
究
会
﹈

あ
ゆ
の
塩
焼
き

﹇
常
陸
大
宮
市
観
光
協
会
﹈

瑞
穂
牛

﹇
有
限
会
社 

瑞
穂
農
場
﹈

舟
ヶ
作
ぶ
ど
う
園
の

ぶ
ど
う

﹇
舟
ヶ
作
ぶ
ど
う
園
﹈

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
﹈

奥
久
慈
あ
ゆ
の
里

り
ん
ご

﹇
常
陸
大
宮
市

山
方
果
樹
組
合
﹈

瑞
穂
牛

メ
ン
チ
カ
ツ

﹇
有
限
会
社 

瑞
穂
農
場
﹈

﹇
焼
酎
﹈

本
格
そ
ば
焼
酎

檜
沢
城

﹇
株
式
会
社
剛
烈
酒
造
﹈

﹇
元
気
な
郷
づ
く
り 

株
式
会
社
﹈

奥
久
慈
の
花
桃

﹇
JA
常
陸 

奥
久
慈
枝
物
部
会
﹈

奥
久
慈
桜

﹇
JA
常
陸 

奥
久
慈
枝
物
部
会
﹈

石
黒
た
ま
ご
園
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
石
黒
た
ま
ご
園
﹈

環
の
花
の
平
飼
い

有
精
卵
プ
リ
ン

﹇
環
の
花
﹈

奥
久
慈
卵

﹇
株
式
会
社 

ひ
た
ち
農
園
﹈

環
の
花
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
環
の
花
﹈

厚
焼
玉
子 

奥
久
慈

﹇
株
式
会
社 

ひ
た
ち
農
園
﹈

塩
田
み
そ

﹇
塩
田
農
産
物
加
工
所
利
用
組
合
﹈

自
家
製
こ
う
じ

緒
川
産
手
作
り
み
そ

﹇
緒
川
村
地
域
資
源
研
究
会
﹈

ほ
り
え
農
園
の

紅
は
る
か

﹇
堀
江
農
園
﹈

ま
に
ま
に
農
園
の

平
飼
い
有
精
卵

﹇
ま
に
ま
に
農
園
﹈

ち
び
ま
る
な
っ
と
う

﹇
丸
真
食
品 
株
式
会
社
﹈

奥
久
慈
の
恵

う
ま
か
っぺ

﹇
奥
久
慈
う
ま
い
米

生
産
協
議
会 

大
宮
支
部
﹈

﹇
ゆ
ず
﹈

柚
子
き
れ
い

﹇
常
陸
大
宮
市

温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

ゆ
ず
パス
タ
ソ
ー
ス

﹇
常
陸
大
宮
市

温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

野
菜
た
っ
ぷ
り

え
ご
ま

生
ド
レッ
シ
ン
グ

（
和
風
・
人
参
）

﹇
食
乃
匠 

遊
膳
﹈

さ
わ
や
か

ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー

﹇
常
陸
大
宮
市
温
泉
事
業
株
式
会
社
﹈

原
木
生
椎
茸

﹇
JA
常
陸  

大
宮
地
区
椎
茸
部
会
﹈

奥
久
慈
ね
ぎ

﹇
JA
常
陸 

大
宮
地
区
ね
ぎ
部
会
﹈

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

コ
ン
フィ
チュ
ー
ル

﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
﹈

常
陸
大
黒
の
煮
豆

﹇
い
ち
ご
B
O
X
﹈

べっ
ぴ
ん 

ピ
ク
ル
ス

﹇
食
乃
匠 

遊
膳
﹈

奥
久
慈
な
す

﹇
JA
常
陸 

大
宮
地
区
な
す
部
会
﹈

え
ご
ま
油

﹇
元
気
な
郷
づ
く
り 

株
式
会
社
﹈ 

藤
右
衛
門

ら
ー
め
ん

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

え
ご
ま
ラ
ー
メ
ン

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

え
ご
ま
う
ど
ん

﹇
有
限
会
社 

中
橋
製
麺
所
﹈ 

道の駅常陸大宮～かわプラザ～
Gelato＆Smoothieのジェラート
［元気な郷づくり 株式会社］

ブルーベリータルト
ブルーベリーチーズタルト
［ブルーベリーフレンドファーム］

生
ク
リ
ー
ム
大
福

（
奥
久
慈
い
ち
ご
・

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
）

お
お
み
や
マ
ド
レ
ー
ヌ

ど
ら
焼
き

﹇
有
限
会
社 

菓
子
処
ふ
る
さ
わ
﹈

ひ
た
ち
姫
ス
ム
ー
ジ
ー

﹇
い
ち
ご
B
O
X
﹈

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
は
？

　地
元
常
陸
大
宮
産
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ン
マ
の
原
材
料
は
、久

慈
川
竹
林
の
真
竹
で
す
。採
れ
た
て
の
た
け
の
こ
を
丁
寧
に
加

工
し
、柔
ら
か
い
食
感
と
昔
懐
か
し
い
味
わ
い
に
仕
上
げ
た
自

慢
の
逸
品
で
す
。国
産
で
あ
る
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

美
味
し
さ
の
こ
だ
わ
り
は
？

　国
産
メ
ン
マ
は
珍
し
い
上
、産
地
と
生
産
者
の
顔
が
わ
か
る

安
心
か
ら
か
、首
都
圏
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。売
れ
行

き
の
良
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
親
し
ま
れ
る

地
元
の
特
産
品
と
し
て
、生
産
量
の
増
加
に
努
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

６
年
の
開
発
期
間
か
ら
地
域
の
顔
へ

特産品認証マーク

久
慈
川 

乾
燥
ふ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
﹈ そ 

さ
い

佃
煮 

久
慈
川 

き
ゃ
ら
ぶ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
﹈ そ 

さ
い

久
慈
川 

水
ふ
き

﹇
株
式
会
社 

久
慈
川
蔬
菜

ファ
ミ
リ
ー
ファ
ー
ム
﹈

そ 

さ
い

※認証特産品としての登録名称は「西ノ内和紙」です。

地
元
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

認
証
特
産
品

　常
陸
大
宮
さ
ん
認
証
と
は
、市
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
た
優
れ
た
農
林
畜
水
産
物
や
加
工
品
で
、地

域
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
市
の
特

産
品
と
し
て
認
証
す
る
制
度
で
す
。豊
か
な
自
然

と
生
産
者
の
努
力
が
育
ん
だ
自
慢
の
特
産
品
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

The Hitachiomiya certification is conferred upon superior 
agricultural and marine products and processed items 
produced and manufactured in Hitachiomiya, as one 
means of promoting the region. We are pleased to bring 
these specialty products of Hitachiomiya̶which are the 
result of our magnificent natural environment and the 
sustained efforts of producers̶to the broader public. 

常陆大宫认证指的是市内生产制造的优秀农林水产品和加工

品，作为能够传递地区魅力的市特产品进行认证的制度。丰富的

自然资源和生产者的努力培育出引以为豪的产品。

Source of local pride
Certified Hitachiomiya local specialties 

当地引以为豪之物
常陆大宫产认证特产

地
元
の
自
慢認

証
特
産
品

常
陸
大
宮
さ
ん

久
慈
川
た
け
の
こ
メ
ン
マ

久
慈
岡
地
区
の

髙
安
敏
明
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

メ
ン
マ
で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
！

メ
ン
マ
で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
！

新
し
い
仲
間
も
加
わ
り

地
域
の
お
い
し
さ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

新
し
い
仲
間
も
加
わ
り

地
域
の
お
い
し
さ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

西
ノ
内
判

一
枚
漉
き
は
が
き

半
紙

読
書
セ
ッ
ト

絵
手
紙
セ
ッ
ト

強
製
紙
座
布
団
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1415

陽
射
し
が
暖
か
く
な
り
始
め

春
の
訪
れ
と
と
も
に
咲
き
誇
る
桜

色
彩
豊
か
な
春
の
景
色
に
包
ま
れ
ま
す

お祭りとイベント
■ 辰ノ口さくら祭り［4月上旬］
■ やすらぎの里公園さくら祭り［4月下旬］
■ 上小瀬祗園祭［6月中旬］

　久
慈
川
の
清
流
と
そ
の
周
辺
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
身
近
に
体
験
で
き

る
辰
ノ
口
親
水
公
園
・
久
慈
川
堤
防

桜
づつ
み
。

　全
長
１
，３
０
０
m
に
わ
た
り
、堤

灯
の
飾
付
け
を
し
ま
す
。夜
に
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
行
い
、光
に
包
ま
れ
た
幻

想
的
な
桜
を
楽
し
め
ま
す
。

Visit the Tatsunokuchi Water Park and cherry blossoms 
along the Kujigawa River embankments, and experience 
the rich natural environment of the clear-running Kujigawa 
River and waterside. 
The river is 1,300 meters in length, decorated with lamps 
along the embankments. Come for a light display to 
witness the mysteriously beautiful sight of nighttime cherry 
blossoms. 

辰之口亲水公园・久慈川堤防樱花树，可以切身体验久慈川的清流

及其周边丰富的自然环境。

全长1300米装饰堤灯。晚上堤灯亮起，可享受光亮照耀的梦幻樱花。

辰ノ口さくら祭り辰ノ口さくら祭り

Spring

やすらぎの里公園さくら祭り

緒川地域の
芝桜

辰ノ口さくら祭り　花火辰ノ口さくら祭り　花火

辰
ノ
口
さ
く
ら
祭
り

　や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
は
、約
五
百
本
の
八
重
桜
が
咲
き
誇
り
、

満
開
を
迎
え
る
頃
に
さ
く
ら
祭
り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　例
年
多
彩
な
イ
ベン
ト
が
行
わ
れ
、春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

花
見
や
祭
り
を
楽
し
め
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
里
公
園 

さ
く
ら
祭
り

　上
小
瀬
の
祇
園
祭
は
、

“

延
喜
式
内
社 

立
野
神
社“
の
祭
礼
で
、

疫
病
退
散
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、催
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
小
瀬
祇
園
祭

Tatsunokuchi Cherry Blossom Festival

辰之口樱花节

The Yasuraginosato Park is home to approximately 500 
yae-zakura cherry blossom trees. The Cherry Blossom Festival 
is held when they are in full bloom. A variety of interesting 
events are also staged concurrently every year̶so when it 
starts to feel like spring, come check out both the flowers and 
the festival! 

安宁之里公园种有约500株八重樱，在樱花盛开季节举办樱花节。

每年都会举行丰富多彩的活动，在感受春天到来的同时，享受赏花和庙会。

Yasuraginosato Park Cherry Blossom Festival 

安宁之里公园樱花节

The Kamiose Gion Festival is an engi-style ritual (a set of 
ancient regulations) held at Tateno Shrine to pray for 
elimination of illness and for good crops.

上小濑的祇园祭是“延喜式内社立野神社”的祭礼，为祈愿瘟疫消散、五

谷丰登而举行。

Kamiose Gion Festival 

上小濑祇园祭

春

え
ん  

ぎ   

し
き 

な
い 

し
ゃ   

た
て  

の  

じ
ん 

じ
ゃ

上小瀬祗園祭
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陽
射
し
が
暖
か
く
な
り
始
め

春
の
訪
れ
と
と
も
に
咲
き
誇
る
桜

色
彩
豊
か
な
春
の
景
色
に
包
ま
れ
ま
す
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験
で
き

る
辰
ノ
口
親
水
公
園
・
久
慈
川
堤
防

桜
づつ
み
。
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０
０
m
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ラ
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ト
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ッ
プ
も
行
い
、光
に
包
ま
れ
た
幻

想
的
な
桜
を
楽
し
め
ま
す
。
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お祭りとイベント

1617

長倉七夕まつり

あゆの里まつりあゆの里まつり

あゆの里まつりあゆの里まつり

御前山・那珂川カヌーフェスティバル御前山・那珂川カヌーフェスティバル

美和ふるさと祭り美和ふるさと祭り
祇園祭（子どもみこし）祇園祭（大人みこし）

花立山星まつり

This festival, held at the 
Soga shine on the grounds 
of  the Kabuto sh r ine i s  
counted amongst the three 
great festivals of the Kanto 
region.

甲神社境内的素鹅神社的祭礼

作为“关东三大裸祭”而闻名。

Gion Festival

祇园祭

This fest ival is al l about 
hav ing  f un  toge the r.  I t  
features mikoshi portable 
s h r i n e s  b a r b e c u e s ,  
fireworks, and more. 

珍惜人与人之间的交流，神轿、

烧烤、烟花等充满快乐的活动让

人流连忘返。

Ayu-no-Sato Festival 

香鱼节

　人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
、み
こ
し
・バ
ー
ベ
キ
ュ
ー・
花
火
な

ど
楽
し
い
企
画
が
いっ
ぱ
い
。

あ
ゆ
の
里
ま
つ
り

　甲
神
社
の
境
内
に
あ
る
素
鵞
神
社
の
祭
礼
で

「
関
東
の
三
大
裸
祭
り
」と
し
て
有
名
で
す
。

祇
園
祭

人
々
の
活
気
が
み
な
ぎ
る
夏

色
と
り
ど
り
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

夏
の
夜
空
に
大
輪
を
咲
か
せ
ま
す

Summer
夏■ 七夕まつりin緒川［７月上旬］

■ 御前山・那珂川カヌーフェスティバル［７月中旬］
■ 鷲子山上神社祇園祭 ※4年に１度の開催［7月下旬］
■ 祇園祭［７月下旬］

■ 長倉七夕まつり［８月上旬］
■ 美和ふるさと祭り［８月上旬］
■ あゆの里まつり［８月中旬］
■ 花立山星まつり［９月下旬］

Four seasons
and festivals

四季与祭典

四四
季
祭

と
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夏■ 七夕まつりin緒川［７月上旬］

■ 御前山・那珂川カヌーフェスティバル［７月中旬］
■ 鷲子山上神社祇園祭 ※4年に１度の開催［7月下旬］
■ 祇園祭［７月下旬］

■ 長倉七夕まつり［８月上旬］
■ 美和ふるさと祭り［８月上旬］
■ あゆの里まつり［８月中旬］
■ 花立山星まつり［９月下旬］
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四季与祭典

四四
季
祭
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ごぜんやままつりごぜんやままつり

ふるさとまつりおおみや ふれあい広場

ふれあい広場
友好都市秋田県大館市ブース

やまがた宿芋煮会

御前山ダム西塩子の回り舞台鷲子山上神社

西塩子の回り舞台

お祭りとイベント
■ 西塩子の回り舞台
　 ※３年に１度の開催
　 ［10月下旬］

■ ふるさとまつりおおみや
　ふれあい広場
　 ［11月上旬］

■ ごぜんやままつり
　 ［11月中旬］

■ やまがた宿芋煮会
　 ［11月下旬］

山
々
が
赤
や
黄
色
の

鮮
や
か
な
色
合
い
に
染
ま
る
秋

豊
か
な
実
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

Autumn
秋

This major event is held at the 
Seibu Sogo Park . Every year, 
100-plus temporary shops are set 
u p  a t  t h e  e v e n t .  W i t h  
30,000-plus visitors, this is a 
lively occasion. 
Usually held on November 3rd. 

西部综合公园举办的一大活动。每年都

有超过100家临时店、3万人以上来客

参加，热闹非凡。

每年11月3日举办。

Furusato (Hometown) Festival 
Omiya Plaza

故乡节
大宫活动广场

The Imoni soup event is held in late November alongside the Kujigawa River, near the Yamagatajuku Station 
on the JR Suigun Line. About 10,000 servings are made in a huge pot̶the largest in Kanto with a diameter of 
3.5 meters̶using ingredients such as Oku-Kuji shamo fowl, taro potatoes, etc. 

11月下旬，在JR水郡线“山方宿站”附近的久慈川河岸举行芋煮会。以奧久慈鸡肉和芋头等为材料的关东第一大锅（直径3.5m）

可煮成约1万份的芋煮。

Yamagatajuku Imoni Soup Event

山方宿芋煮会

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

お
お
み
や

ふ
れ
あ
い
広
場

　西
部
総
合
公
園
で
開
催

さ
れ
る一
大
イ
ベン
ト
。毎
年

　を
超
え
る
模
擬
店
が
並

び
、３
万
人
以
上
の
来
場
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　例
年
11
月
３
日
に
開
催
。

100

やまがた宿芋煮会

や
ま
が
た
宿
芋
煮
会

　JR
水
郡
線「
山
方
宿
駅
」近
く
の
久

慈
川
河
川
敷
で
11
月
下
旬
に
行
わ
れ

る
芋
煮
会
。奧
久
慈
シ
ャ
モ
肉
や
里
芋

な
ど
を
材
料
に
関
東
一
の
大
鍋（
直

径  

m
）で
約
一
万
食
の
芋
煮
が
つ

く
ら
れ
ま
す
。

3.5
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下小川駅

鷲子山

盛金富士 熊野山

青麻山

●休場展望台

辰ノ口堰

道の駅常陸大宮
～かわプラザ～

●
大宮運動公園

●山方自然生態観察施設
　淡水魚館

岩崎堰
やすらぎの里公園●

●辰ノ口
　親水公園

●百観音
　自然公園

西部●
　総合公園　

●三王山
  自然公園

●大宮自然公園
　やすらぎの森

●
ガンマーフィールド

道の駅みわ
～北斗星～

緒川物産センター
かざぐるま

●
●

●

ごぜんやま温泉
保養センター四季彩館

緒川運動公園●

●    御城展望台

●やまがたすこやかランド
　三太の湯

御前山青少年
　旅行村●御前山ダム

●御前山運動公園

常陸大宮市役所

●

美和ささの湯

●花立自然公園

●美和工芸
　ふれあいセンター

美和運動公園

尺丈山百樹の森

小舟富士
砂羅向山 小瀬富士

三浦杉

パークアルカディア
ケビン村 ●

●

●

●籠岩

中舟生駅

山方宿駅

野上原駅

玉川村駅

大桂大橋

那珂川大橋

常陸大宮駅

293

293

118

123

29

249

21

小場堰

●   家和楽
　  運動公園

●

●

市 章市の花 ［ばら］

City flower: Rose

City tree: Cherry blossom tree

City bird: Kingfisher
市花[玫瑰]

City emblem
市徽

City symbol

Mascot character Hitamaru

市标

吉祥物 常陆萌

市树[樱花]

市鸟[翠鸟]

市の木 ［さくら］

市の鳥 ［かわせみ］
常
陸
大
宮
市
市
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
が
つ
く
る
ま
ち
の
姿

一
、 

豊
か
な
自
然
を
いつ
く
し
み
、安
ら
げ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、 

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、誇
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、 一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
、暮
ら
し
、仕
事
、

い
の
ち
が
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、 

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
と
交
流
が
楽
し
め
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、 

尊
重
し
あ
い
、助
け
合
い
、み
ん
な
の
未
来
を
ひ
ら
く

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  ﹇
平
成
19
年
9
月
制
定
﹈

常
陸
大
宮
市
は
、緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、す
ば
ら
し
い
歴
史
と

文
化
の
も
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
自
然
、歴
史
、文
化
を
い
か
し
、安
全
で
、快
適
で
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
、み
ん
な
の
手
で
つ
く
り
ま
す
。

市 標

マスコットキャラクター ひたまる

City fish: Sweetfish
市鱼[香鱼]

市の魚 ［あゆ］

常陸大宮市至那珂川

至那須烏山

至大子

至常陸太田

至宇都宮

至水戸

至水戸

水戸北部
中核工業団地

宮の郷
工業団地

那珂川

久慈川

JR
水
郡
線

きらきらタウン★ひたちおおみや

きらきらステーション 山方宿駅

常陸大宮駅伝大会

凛
と
し
た
澄
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ
る
冬

冷
た
い
空
気
の
中
に
人
の
温
か
さ

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す

Winter
冬

　「関
東
の
嵐
山
」と
も
呼
ば
れ
る
御
前

山
地
域
を
自
転
車
で
ま
わ
り
、那
珂
川

や
御
前
山
ダ
ム
な
ど
、大
自
然
を
感
じ

な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
ま
す
。

御
前
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ

フェス
ティ
バル

　市
内
各
地
域
で
、光
が
灯
り
暖
か
く
街
を
包
み
込
み
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン

The Gozenyama area is known as 
the “A rash iyama of the Kanto 
region.” This cycling course takes 
t h e  v i s i t o r  t h r o u g h  s o m e  
magnificent natural scenic views, 
including the Nakagawa River, the 
Gozenyama Dam, etc. 

在被称为“关东岚山”的御前山地区骑自

行车环行，一边感受那珂川和御前山水库

等大自然，一边享受骑自行车的乐趣。

Gozenyama Cycling Festival 

御前山自行车节

Different parts of the city are lit up, enveloping Hitachiomiya in amazing 
warm lights. 

市内各地区灯光通明，温暖地照亮街道。

Light displays 

灯饰

御前山サイクリング
フェスティバル

お祭りとイベント
■ きらきらタウン★ひたちおおみや
　 ［11月下旬］

■ きらきらステーション 山方宿駅
　 ［12月上旬］

■ 御前山サイクリングフェスティバル
　［12月上旬］
■ 常陸大宮駅伝大会［2月上旬］

Four seasons
and festivals

四季与祭典

四四
季
祭

と

2021
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憲
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し
た
ち
が
つ
く
る
ま
ち
の
姿
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豊
か
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自
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く
し
み
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ら
げ
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ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
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歴
史
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文
化
を
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切
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し
、誇
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ま
ち
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ひ
と
り
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く
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く
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。
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等大自然，一边享受骑自行车的乐趣。

Gozenyama Cycling Festival 

御前山自行车节
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人
が
輝
き

　安
心
・
快
適
で

活
力
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち

常
陸
大
宮
市
は
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
き
、

誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
、い
つ
ま
で
も
活
力
に
あ
ふ
れ
、

誇
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
像
に
掲
げ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
・
企
業
・
地
域
・
行
政
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が

一
体
と
な
っ
て
協
働
し
、「
ふ
る
さ
と
常
陸
大
宮
」を
次
の
世
代
、

そ
し
て
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Hitachiomiya is a place of dynamism and pride in who 
we are̶a safe and comfortable place for everyone, 
where people are free to shine as individuals. Our goal 
is to keep it that way well into to the future.  
With a view to realizing our objectives for the future, 
city residents, corporations, communities, and municipal 
governments are working together to pass on the 
hometown appeal of Hitachiomiya to future generations 
and forge our ideal future. 

常陆大宫市的目标是，每个人都活得光鲜，人人都能安心舒

适地生活，永远充满活力和自豪。

为实现未来愿景所提倡的城市，市民、企业、社区、行政等

各城市建设主体团结一致，推进把“故乡常陆大宫”留给下

一代及面向未来的城市建设。

A safe and comfortable city abounding in 
dynamism and pride where people can shine

Hitachiomiya City planning initiatives
Vision for the Future of Hitachiomiya

居民大放异彩、能够安心舒适地居住、
活力与自豪感满满的城市

常陆大宫市综合计划
常陆大宫市未来创造展望

ひ
た
ち
お
お
み
や

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画

　子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、全
て
の
市
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
、コ
ン
パ
ク
ト
で
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、移
住
・
定
住
の
地
と
し
て
本
市
が
選
ば
れ
る
た
め
の
各
種
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、人
口
流

出
を
防
ぐ
ダ
ム（
政
策
）を
構
築
す
る
と
と
も
に
、効
果
的
、効
率
的
、

か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
政
策
を
実
践
し
ま
す
。

人
口
流
出
を
防
ぐ
ダ
ム（
政
策
）の
構
築
と
実
践

基
本
計
画
　

ひ
た
ち
お
お
み
や
未
来
創
造
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

政
策
プ
ロ
ジェ
ク
ト

常
陸
大
宮
市
に｢

住
み
た
い｣

〜
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

常
陸
大
宮
市
に｢

住
み
た
い｣

〜
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

ま
ち
の

将
来
像

　子
ど
も
達
が
健
全
に
成
長
し
、勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、幸

せ
で
将
来
に
夢
を
持
て
る
よ
う
に
、教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、子
育
て
中
の
保
護
者
に
係
る
経
済
的
支
援
や
、仕
事
と
子
育

て
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
で｢

育
て
た
い｣

〜
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
〜

　本
市
に
は「
那
珂
川
」・「
久
慈
川
」の
二
大
河
川
や
本
市
北
部
に
広

が
る
美
し
い
里
山
風
景
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を
は
じ
め
、積
み
重
ね
て

き
た
歴
史
や
伝
統
文
化
な
ど
、多
く
の
魅
力
を
有
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
生
か
し
、産
業
や
観
光
の
振
興
、交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

将来像を
実現する
アクション

子
ど
も
子
育
て

教
　
　育

生
涯
学
習

医
　
　療

福
　
　祉

防
　
　災

土
地
利
用

社
会
基
盤

環
　
　境

安
全
対
策

自
　
　治

交
　
　流

連
　
　携

産
　
　業

観
　
　光

常
陸
大
宮
市
に｢

来
た
い｣

〜
新
た
な
魅
力
の
創
出
と
磨
き
上
げ
〜

戦略
1

戦略
2

戦略
3
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人
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・
快
適
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と
誇
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ま
ち

常
陸
大
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り
が
自
分
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し
く
輝
き
、
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も
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に
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で
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各城市建设主体团结一致，推进把“故乡常陆大宫”留给下
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に
広

が
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美
し
い
里
山
風
景
な
ど
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豊
か
な
自
然
を
は
じ
め
、積
み
重
ね
て

き
た
歴
史
や
伝
統
文
化
な
ど
、多
く
の
魅
力
を
有
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
生
か
し
、産
業
や
観
光
の
振
興
、交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
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子
ど
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育
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生
涯
学
習

医
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福
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

　郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、将
来
に
夢
と
希
望

を
抱
く
常
陸
大
宮
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
成
す
る
た
め
、少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
・

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
に
関
す
る
相
談
支
援
、保
育
料
軽
減
な
ど

の
経
済
的
支
援
、子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
、外
国

語
や
情
報
化
に
対
応
し
た
学
習
の
推
進
な
ど
、学
力

向
上
を
実
現
す
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て

元
気
に
学
び
合
う

ま
ち
づ
く
り

　誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、生

き
が
い
と
喜
び
の
あ
る
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸

術
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、歴
史

文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、市
史
編
さ
ん
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

国
体
や
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
、競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
強
化
や
人
と
人
と
の
交
流

に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

地域の子どもたちを
母親の目線で
見守り、育てる
　放課後や長期休み中に児童を
預かる施設の保育士として、おも
に共働き世帯の子育てを支援し
ています。私自身も子育てを経験
しているため、先生という立場で
はありますが、気持ちは児童一人
ひとりの母親。「ただいま！」と元気
に登園してくる姿や子どもらしい
笑顔を見ると嬉しくなりますね。
　子育てはひとりでできることで
はありません。家庭や学校の目が
届かない時間は私たちが代わっ
て見守るとともに、ここでの様子
や苦手科目など気付いたことは
連絡帳で情報共有するよう心が
けています。また、勉強だけでなく
運動や季節行事も取り入れるこ
とで子どもたちに豊かな体験の
場を提供しています。 In Hitachiomiya, we are proud of our hometown, and we have a plan to educate our children, who are the 

future of our town and the source of our hopes and dreams. To achieve our goals in this regard, we 
provide childrearing assistance and educational support for our children as well as to counter the problem 
of declining birth rates. 

Our goal is for all people to enjoy themselves, and to 
always have something to look forward to throughout 
the i r  l i ve s .  Fo r th i s  reason we a re bu i ld ing an 
environment where people can be regularly exposed 
to sports, culture, and art. 

为了培养对乡土怀有自豪感和眷恋、对将来抱有梦想和希望的常陆大宫市的孩子们，我们采取少子化对策以及充实育

儿支援、教育等的举措。

Community-building to educate our children, source of our future

Community-building to encourage lifelong learning 

A place where we carve out the best future for ourselves, 
and where people shine with uniqueness

注重肩负未来的下一代培养的城市建设

我们推进能亲近体育、文化、艺术的环

境建设，让每个人的一生都能过上有意

义和快乐的生活。

一生健康生活学习的城市建设

培养出开拓未来、富有个性的闪亮人物的城市

学童保育園子コロっコロ勤務
主任指導員 小泉 裕子さん

未
来
を
拓
き
、自
分
ら
し
く

輝
く
ひ
と
を
育
む
ま
ち

英語の授業
(プレゼンの様子)

子育て相談

パラ・アスリート講演会

かけっこ教室

幼児教育

授業風景

子
ど
も
子
育
て

教

　
　育

生
涯
学
習

ひと輝く
Hitachiomiya 

2425



未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

　郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、将
来
に
夢
と
希
望

を
抱
く
常
陸
大
宮
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
成
す
る
た
め
、少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
・

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
に
関
す
る
相
談
支
援
、保
育
料
軽
減
な
ど

の
経
済
的
支
援
、子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
、外
国

語
や
情
報
化
に
対
応
し
た
学
習
の
推
進
な
ど
、学
力

向
上
を
実
現
す
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て

元
気
に
学
び
合
う

ま
ち
づ
く
り

　誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、生

き
が
い
と
喜
び
の
あ
る
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸

術
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、歴
史

文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、市
史
編
さ
ん
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

国
体
や
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
、競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
強
化
や
人
と
人
と
の
交
流

に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

地域の子どもたちを
母親の目線で
見守り、育てる
　放課後や長期休み中に児童を
預かる施設の保育士として、おも
に共働き世帯の子育てを支援し
ています。私自身も子育てを経験
しているため、先生という立場で
はありますが、気持ちは児童一人
ひとりの母親。「ただいま！」と元気
に登園してくる姿や子どもらしい
笑顔を見ると嬉しくなりますね。
　子育てはひとりでできることで
はありません。家庭や学校の目が
届かない時間は私たちが代わっ
て見守るとともに、ここでの様子
や苦手科目など気付いたことは
連絡帳で情報共有するよう心が
けています。また、勉強だけでなく
運動や季節行事も取り入れるこ
とで子どもたちに豊かな体験の
場を提供しています。 In Hitachiomiya, we are proud of our hometown, and we have a plan to educate our children, who are the 

future of our town and the source of our hopes and dreams. To achieve our goals in this regard, we 
provide childrearing assistance and educational support for our children as well as to counter the problem 
of declining birth rates. 

Our goal is for all people to enjoy themselves, and to 
always have something to look forward to throughout 
the i r  l i ve s .  Fo r th i s  reason we a re bu i ld ing an 
environment where people can be regularly exposed 
to sports, culture, and art. 

为了培养对乡土怀有自豪感和眷恋、对将来抱有梦想和希望的常陆大宫市的孩子们，我们采取少子化对策以及充实育

儿支援、教育等的举措。

Community-building to educate our children, source of our future

Community-building to encourage lifelong learning 

A place where we carve out the best future for ourselves, 
and where people shine with uniqueness

注重肩负未来的下一代培养的城市建设

我们推进能亲近体育、文化、艺术的环

境建设，让每个人的一生都能过上有意

义和快乐的生活。

一生健康生活学习的城市建设

培养出开拓未来、富有个性的闪亮人物的城市

学童保育園子コロっコロ勤務
主任指導員 小泉 裕子さん

未
来
を
拓
き
、自
分
ら
し
く

輝
く
ひ
と
を
育
む
ま
ち

英語の授業
(プレゼンの様子)

子育て相談

パラ・アスリート講演会

かけっこ教室

幼児教育

授業風景

子
ど
も
子
育
て

教

　
　育

生
涯
学
習

ひと輝く
Hitachiomiya 

2425



助
け
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　だ
れ
も
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、医
師
・
医
療
従
事
者
の
確
保
に

努
め
ま
す
。さ
ら
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

早
期
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
い
、社
会
的

自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
及

び
就
業
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　災
害
時
や
感
染
症
発
生
な
ど
の
非
常
時
に
対
応
す
る

た
め
、危
機
管
理
・
防
災
体
制
や
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　市
民
と
防
災
関
係
団
体（
例 

国・県
な
ど
の
関
係
機
関
）

に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、市
民
と
と
も
に
地
域
防

災
力
の
強
化
に
努
め
な
が
ら
、公
共
施
設
の
安
全
対
策
、

災
害
時
に
お
け
る
市
町
村
間
の
相
互
応
援
体
制
や
民
間

事
業
所
な
ど
と
の
協
力
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地元出身の親しみ
やすさも生かして、
安心感を届けたい
　高校生のとき、福祉施設の納
涼祭にボランティアとして参加し
たことがきっかけで介護福祉士
になりました。介護職、生活相談
員の経験を経て、現在は介護
サービスが適切かつ確実に提供
できるようマネジメントする統括
管理者として働いています。
　豊かな自然環境はこのまちの
大きな魅力だと、久慈川で息子と
川遊びをするたびに実感します。
だからこそ、高齢者も障がいを持
つ方も、誰もが住み慣れたこの土
地で安心して暮らし続けるため
の力になりたい。行政や地域の介
護施設とも連携しながら、地域の
福祉と医療サービスの充実を目
指していきます。

フロイデ総合在宅サポートセンター大宮 勤務
総括管理者
介護福祉士
介護支援専門員 寺門 希望さん

だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち介護予防教室「あつま～れ～」

障害者基幹相談支援センター「エール」
（電話相談）

医

　
　療

福

　
　祉

防

　
　災

ひと輝く
Hitachiomiya 

マイタイムライン講習会

常陸大宮済生会病院

防災訓練

コロナワクチン集団接種(西部体育館）

To ensure that all residents are able to comfortably access medical services, we work to hire sufficient 
numbers of doctors and nurses. In addition, we are also building a regional medical system, boosting 
collaboration between the relevant agencies.

我们全力确保医生和医务人员，让每个人都能安心享受医疗服务。此外，我们加强与相关机构的合作，努力充实当地医

疗体系。

Community-building where we all help each other

A place where everybody feels safe and secure

能互帮互助生活的城市建设

人人都能安心生活的城市

In order to be able to respond to extraordinary 
circumstances such as natural disasters, epidemics, 
etc . , we are establ ishing and enhancing cr is i s 
management and disaster reduction planning, as well 
as fire-fighting and emergency systems.

Community-building to successfully 
respond to natural disasters

为了应对灾害和传染病发生等紧急情况，我们加强危机管

理、防灾体制及消防急救体制。

抵御灾害的城市建设
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numbers of doctors and nurses. In addition, we are also building a regional medical system, boosting 
collaboration between the relevant agencies.

我们全力确保医生和医务人员，让每个人都能安心享受医疗服务。此外，我们加强与相关机构的合作，努力充实当地医

疗体系。

Community-building where we all help each other

A place where everybody feels safe and secure

能互帮互助生活的城市建设

人人都能安心生活的城市

In order to be able to respond to extraordinary 
circumstances such as natural disasters, epidemics, 
etc . , we are establ ishing and enhancing cr is i s 
management and disaster reduction planning, as well 
as fire-fighting and emergency systems.

Community-building to successfully 
respond to natural disasters

为了应对灾害和传染病发生等紧急情况，我们加强危机管

理、防灾体制及消防急救体制。

抵御灾害的城市建设
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魅
力
と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　豊
か
な
自
然
環
境
や
歴
史
的
な
街
並
み
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
、都
市
機
能
の
集
約
や
各
地
域
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、市

の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
、移
住
定
住
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

　常
陸
大
宮
駅
周
辺
に
、行
政
施
設
や
商
業
施
設
、

交
流
拠
点
と
な
る
公
園
な
ど
都
市
機
能
の
中
核
と

な
る
施
設
を
集
約
し
、利
便
性
の
高
い
中
心
市
街
地

を
整
備
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
地
域
に
は
、支
所
を

地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、歴
史
的
な
街

並
み
や
景
観
、自
然
環
境
な
ど
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
土
地
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　造
林
・
間
伐
な
ど
の
森
林
資
源
の
整
備
や
水
辺
環
境

の
保
全
に
努
め
、豊
か
な
自
然
を
後
世
へ
継
承
す
る
と

と
も
に
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
ティ
宣
言
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
検
討
、太
陽
光
発
電
や
未
利
用
間
伐
材
を
利

用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、地
球
環
境
、生

活
環
境
の
保
全
と
向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　地
域
住
民
が一体
と
な
っ
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
防
犯
対
策

が
充
実
し
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
相
談
体
制
の

充
実
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
被
害
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
事
で
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

伸びしろも豊かな
恵まれた環境が魅力
　里山暮らしと農業に憧れて、
2011年に四国・徳島から移住し
てきました。急こう配の地形が多
い徳島に比べて、ゆったりとした
広がりを感じられるこの土地に
魅力を感じています。野菜づくり
の面でも、やわらかな黒ボク土の
土壌や昼夜の気温差がある気
候、台風の直撃も比較的少ない
環境は理想的ですね。土地はもち
ろん設備や農具などを貸してくれ
たり譲ってくれたりと、快く受け入
れてくれた地域の方々にもほんと
うに感謝しています。この環境や
風土を活用し、コンセプトに掲げ
る「多くの人が訪れる農園、そこ
で繋がる農園」を実現させるの
が夢。私のような新規就農者が
増え、それが地域の盛り上がりに
繋がれば嬉しいです。

コトコトファーム農園

古東 篤さん

自
然
と
調
和
し
た

快
適
で
安
全
な
ま
ち

ひと輝く
Hitachiomiya 土

地
利
用

社
会
基
盤

環

　
　境

安
全
対
策

駅前交通社会実験

防犯パトロール(夜間）

木質バイオマス利活用(間伐)

木質バイオマス
利活用(チップ)

移住体験ツアー

高部宿の街並み

While maintaining our majestic natural environment and historic townscape, at the same time we 
are also moving forward with plans to focus urban functions in limited areas, and build local hubs. 
To this end we provide information on the advantages of Hitachiomiya, designed to bring people 
in both to live and stay. 

我们努力协调丰富的自然环境和历史性街区，推进城市功能的集中和各地区主要设施的建造，同时积极发

布推广城市魅力，促进移居和定居。

Community-building to showcase our uniqueness

A safe, comfortable place in harmony with nature

具有魅力与特色的城市建设

与自然和谐的舒适安全城市
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While maintaining our majestic natural environment and historic townscape, at the same time we 
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市
民
の
多
様
な
活
動
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　一人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、集
落
支
援

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
、地
域
コ
ミ
ュニ

ティ
の
充
実
や
市
民
活
動
の
活
発
化
を
図
る
と
と
も

に
、市
民
や
市
民
団
体
、企
業
な
ど
の
多
様
な
主
体

と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。ま
た
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し
て
、交
流
を
深
化
し
た

パ
ラ
オ
共
和
国
、そ
の
縁
か
ら
友
好
都
市
協
定
を
締

結
し
た
宮
城
県
蔵
王
町
、佐
竹
氏
に
由
来
す
る
歴
史

的
な
縁
か
ら
友
好
都
市
と
な
っ
た
秋
田
県
大
館
市
な

ど
と
の
多
面
的
な
交
流
を
通
し
て
、地
域
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、多
文
化
共
生
の
視
点
に
立
っ
た
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

戦
略
的
な
視
点
に

立
っ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

　質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
な
が
ら
、効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
改
革
に
よ
り
、将
来
を
展
望

し
た
戦
略
的
な
視
点
に
よ
る
持
続
可

能
な
行
政
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、今
後
の
さ
ら
な
る
市
の
発

展
に
向
け
、他
の
自
治
体
や
大
学
・
企

業
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連
携
を
図

り
、相
互
の
発
展
に
繋
が
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

毎日がスペシャルな
まちをつくりたい
　祭りやイベントを通した地域活
性化と、若者へのキャリア教育の
サポートという2つのテーマを軸
に活動しています。伝統の祭りを
紹介する記事を広報紙に連載す
るほか、市内の子どもたちの絵を
山方淡水魚館に展示するイベン
トや、市内の飲食店等と連携した
カレープロジェクトなども企画し
ました。
　また、まちづくりは人づくりとい
う観点から、市民放送局などと連
携してコミュニティ内での繋がり
を深めるとともに、市内の中学校
へキャリアコンサルタントを派遣
して職業観を広げる活動やコー
チング事業にも力を入れていま
す。花や蛍がきれいなこのまち
に、きらきらと輝く社会人がたく
さん生まれたら嬉しいですね。

常陸大宮市地域おこし協力隊

星野 由季菜さん

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
の
ま
ち

キャリア教室

地域おこし協力隊(芋煮セット販売)

茨城大学交流事業
ワールドカフェ

宮城県蔵王町との友好都市締結式 集落支援員と地域が連携した「里芋収穫祭」

自

　
　治

交

　
　流

連

　
　携

ひと輝く
Hitachiomiya 

宮城県蔵王町・秋田県大館市との友好都市交流フェア

パラオ共和国(小学生)テレビ電話交流

Respecting the individuality of each person, we collaborate with regional and community volunteers to 
step up communication in the area and make Hitachiomiya a more dynamic place. Meanwhile, a variety of 
a variety of entities, such as city organizations, corporations, and city residents, collaborate on 
community-building with the municipal government. 

我们发挥每个人的个性，与社区支援人员和地区振兴协力队合作，促进当地社区的发展和市民活动的开展，同时推进

市民、市民团体、企业等各种主体和行政部门合作的城市建设。

Community-building to accommodate a diverse array of resident activity

A collaborative community that we all create together

推进便于市民开展各种活动的城市建设

大家共同打造的协作的城市

As we strive to provide high-quality administrative services, we are 
forging ahead with sustainable administrative management from a 
strategic perspective with a view to the future, by way of efficient 
and effective administrative and financial reforms. 

Sustainable community-building from a strategic perspective

我们提供高质量的行政服务，通过高效的行政财政改革，以着眼未来的战略

视角推进可持续的行政经营管理。 

基于战略视角的可持续发展的城市建设
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パラオ共和国(小学生)テレビ電話交流
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community-building with the municipal government. 
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ら
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づ
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す
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、環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
農
業
な

ど
に
よ
る
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生

産
を
推
進
し
、市
な
ら
で
は
の
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
活
力
あ
る
農
業
の
振
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、し

い
た
け
や
漆
な
ど
の
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興
、利

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

交
流
と
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

　暮
ら
し
や
ま
ち
に
、交
流
と
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
観
光
や
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の
振
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図
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、「
出
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と
ふ
れ
あ
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」の
価
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を
も
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に
、人
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の
行
き
交
う
ま
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づ
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り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
や
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
、市

の
有
す
る
観
光
資
源
の
有
効
活
用
や

磨
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、里
山

体
験
や
農
業
体
験
な
ど
の
滞
在
型
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
提
供
を
進
め
ま
す
。ま
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、

常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
と
連
携
し
た

道
路
環
境
の
改
善
や
商
業
環
境
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、商
工
会
の
活
動
支

援
な
ど
、商
業
活
動
活
性
化
の
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

北関東屈指の清流は
素晴らしい観光資源
　カヌーで全国を旅するなかでこ
の土地に出会い、那珂川の魅力
にはまりました。穏やかな流れや
急流などバリエーションの豊かな
流れは、初級者から上級者まで幅
広く楽しめる理想的なフィールド
です。ダムがなく、鮎や鮭の遡上が
見られるのは関東ではここだけ。
手つかずの自然が息づく原生林
や里山の花々など、四季折々の風
景が楽しめるのも魅力です。
　体験スクールやツアー、自然体
験イベントなどを通してより多く
の人にカヌーの楽しさや自然の素
晴らしさ、そしてこの景観を守る
ことの大切さを伝えていくのが目
標。那珂川や御前山の美しい自然
と人がふれあう環境を、これから
も守り育てていきたいです。

ストームフィールドガイド

山本 滋さん

魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
し
た

活
力
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち

物産センター かざぐるま

産

　
　業

観

　
　光

ひと輝く
Hitachiomiya 

辰ノ口展望台からの眺め

駅前交通社会実験

6次産業化・特産品づくりを支援

Hitachiomiya develops specialty products utilizing the city’s excellent resources, and also promotes 
sixth-sector industry characterized by integrated production, processing, and distribution to create new 
products and new jobs. 
Building on the Hitachiomiya brand, we are moving forward with products that are unique to the 
Hitachiomiya area̶and that the city can be proud of. 

我们推进依托市内魅力资源的土特产品开发和生产、加工、流通一体化地区的六次产业化，促进创新产品和高就业产

品的生产。

我们打造常陆大宫品牌，推进具有“常陆大宫特色”的引以为豪的产品生产。

Boosting a more dynamic agricultural sector and creating new industry that we can be proud of 

A place of dynamism and pride in who we are, 
drawing on our town’s many wonderful resources

创建充满自豪感的新产业和推进具有活力的农林业等的城市建设

充满魅力资源的活力和自豪的城市

One of our goals for Hitachiomiya is to make it a 
lively place where people interact. Our approach to 
ach iev ing th i s  i s  to  encou rage tou r i sm and 
commercial activity, bringing more dynamism to the 
town and to the lives of the people. 

Community-building to encourage a lively 
atmosphere and interaction between people

在生活和城市方面，我们谋求创造交

流和繁荣的观光和商业的振兴，以“相

遇和接触”价值观为基础，推进有助于

人与人交往的城市建设。

创造交流和繁荣的魅力城市建设
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35 34

市勢
データ

数
字
で
み
る
常
陸
大
宮
市

世帯人口

1世帯あたり

2.37人
令和6年

市民生活

Lifestyles of the People

※世帯人口は令和６年４月１日現在常住人口より算出
※一般会計歳入・歳出決算額及び当初予算額は令和６年４月１日現在常住人口より算出

　常
陸
大
宮
市
で
は
、子
育
て
支

援
や
医
療・福
祉
の
充
実
、生
活
安

全
の
確
保
な
ど
、市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民

生
活
や
地
域
経
済
を
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、人
口
流
出
を
防

ぐ
ダ
ム（
政
策
）を
構
築・実
践
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　常
陸
大
宮
市
議
会
は
、18
人
の
議
員
で
構

成
さ
れ
、市
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
重
要
な

事
柄
を
議
論
し
ま
す
。年
４
回
の
定
例
会
と

必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
、

予
算
や
条
例
の
審
議
、市
政
に
関
す
る
一
般

質
問
、市
民
か
ら
の
請
願
・
陳
情
の
審
議
な

ど
を
行
い
ま
す
。

Hitachiomiya City is working hard to build an environment 
where residents can live comfortably, including assistance with 
childcare, medical and social welfare assistance, and public 
safety. 
In addition, in order to both maintain and develop resident life 
and the regional economy, we are implementing policies to 
discourage migration out of the area, as we move ahead with 
efficient and effective community-building. The goal is simply 
to make Hitachiomiya a great place to live.

我们在常陆大宫市致力于支援育儿、充实医疗与福利、确保生活安全
等，推进市民们可以安心生活的环境建设。另外，为了维护和发展市民
生活和地区经济，我们构建与实践防止人口流出水坝（政策），推进宜
居的城市建设。

行
政

議
会

市役所庁舎

議会広報紙

鈴木 定幸 市長小野 司寿男 教育長

大貫 道夫 議長

岡﨑 欣也 副議長

The Hitachiomiya City Council, comprised of 18 people, discuss items deemed of direct 
importance to the people of the city. Meetings are held four times a year, and on an 
as-needed basis, at which time items such as budget, deliberation on ordinances, 
general questions pertaining to the municipal government, discussions on petitions, etc., 
are discussed.

常陆大宫市议会由18名议员组成，讨论直接关系到市民生活的重要事项。每年有4次
例会和根据需要召开的临会，进行预算和条例的审议、市政相关的一般质询、市民的
请愿与提议的审议等。

市議会

Municipal Government

City Counci l

市民のくらし

離　婚

１か月あたり

3.8組
令和3年度

ご　み

１日あたり

38.0t
令和3年度

転　出

１か月あたり

93.9人
令和4年

転　入

１か月あたり

83.8人
令和4年

出　生

１か月あたり

13.4人
令和4年

死　亡

１か月あたり

57.2人
令和4年

婚　姻

１か月あたり

6.9組
令和3年度

火災発生件数

１か月あたり

1.4件
令和4年

救急車出動

１日あたり

6.3回
令和4年

交通事故

１か月あたり

4.7件
令和3年

乗用自動車
保有台数

１世帯あたり

2.4台
令和2年度

市　税

１人あたり

13万9千円
令和5年度

一般会計歳入
決算額

１人あたり

70万5千円
令和5年度

一般会計歳出
決算額

１人あたり

68万9千円
令和5年度

一般会計当初
予算額

１人あたり

67万3千円
令和6年度

※軽自動車を含む

Municipal Government

行政

City council

议会
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importance to the people of the city. Meetings are held four times a year, and on an 
as-needed basis, at which time items such as budget, deliberation on ordinances, 
general questions pertaining to the municipal government, discussions on petitions, etc., 
are discussed.

常陆大宫市议会由18名议员组成，讨论直接关系到市民生活的重要事项。每年有4次
例会和根据需要召开的临会，进行预算和条例的审议、市政相关的一般质询、市民的
请愿与提议的审议等。

市議会

Municipal Government

City Counci l

市民のくらし

離　婚

１か月あたり

3.8組
令和3年度

ご　み

１日あたり

38.0t
令和3年度

転　出

１か月あたり

93.9人
令和4年

転　入

１か月あたり

83.8人
令和4年

出　生

１か月あたり

13.4人
令和4年

死　亡

１か月あたり

57.2人
令和4年

婚　姻

１か月あたり

6.9組
令和3年度

火災発生件数

１か月あたり

1.4件
令和4年

救急車出動

１日あたり

6.3回
令和4年

交通事故

１か月あたり

4.7件
令和3年

乗用自動車
保有台数

１世帯あたり

2.4台
令和2年度

市　税

１人あたり

13万9千円
令和5年度

一般会計歳入
決算額

１人あたり

70万5千円
令和5年度

一般会計歳出
決算額

１人あたり

68万9千円
令和5年度

一般会計当初
予算額

１人あたり

67万3千円
令和6年度

※軽自動車を含む

Municipal Government

行政

City council

议会



3637

市勢
データ

数
字
で
み
る
常
陸
大
宮
市

歳
入
一
般
会
計
歳
入
予
算
財
源
別
内
訳

歳
出
一
般
会
計
歳
出
予
算
科
目
別
内
訳

2024年 各会计项目的初始预算额

FY2024 initial budget amount by accounting type

令和6年度 当初予算
令和6年度 会計別予算額

民営事業所数・従業者数

一般会計

　　　　　　　　　　　　　事業勘定

　　　　　　　　　　　　　診療施設勘定

公営墓地特別会計

介護保険特別会計

戸別浄化槽整備事業特別会計

温泉事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　　　　　　　　　　　　　収益的支出

　　　　　　　　　　　　　資本的支出

　　　　　　　　　　　　　収益的支出

　　　　　　　　　　　　　資本的支出

　　　　　 合　　　　　　計

市税
19.8％

自主財源
37.0％

依存財源
63.0％

その他　6.7％
（地方譲与税など）

県支出金
6.1％

市債
7.6％

繰入金
12.7％

国庫支出金
13.0％ 諸収入

1.7％

その他　2.8％
（使用料、手数料など）

地方交付税　29.6％

予算額（単位：千円）会 計 名

24,850,000
4,682,000
170,000
25,300

5,276,000
0

109,400
657,000

1,359,600
1,016,200
1,179,400
1,103,200
40,428,100

民生費
30.0％

土木費
13.8％

総務費
12.9％

公債費
11.3％

教育費
9.7％

衛生費
8.4％

その他　8.7％
（消防費、商工費など）

農林水産業費
5.2％

国民健康保険特別会計

下水道事業会計

上水道事業会計

儿童・学生人数的发展趋势

男女別年齢構成人口

Trends in the number of students

构成人口中的男女年龄

Population age distribution by gender
民营企业数和就业人员数

No. of private enterprises/employees

児童・生徒数の推移

単位：人

小学校
男

女

合計

0～4
5～9
10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99
100歳以上

496
627
705
801
727

619
797
923
995

1,160
1,240
1,240

1,445
1,712
1,795

1,206
1,164
1,112

829
313

31
0 0500 5001,000 1,0001,500 1,5002,000 2,000

資料：住民基本台帳人口（令和4年4月1日）

（平成28年6月1日現在）

資料：『平成28年経済センサス-活動調査』

（年齢）

令和4年

803

802

1,605

平成28年

1,001

879

1,880

平成29年

933

843

1,776

平成30年

940

844

1,784

令和元年

904

838

1,742

令和2年

859

815

1,674

男

女

合計

中学校 令和4年

473

392

865

令和5年

786

769

1,555

令和5年

418

385

803

令和6年

747

738

1,485

令和6年

399

386

785

令和3年

819

774

1,593

令和3年

493

415

908

平成28年

535

553

1,088

平成29年

535

536

1,071

平成30年

499

525

1,024

令和元年

484

456

940

令和2年

471

430

901

女性男性

人口与家庭数量的发展趋势
Trends in the population and number of households
人口と世帯数の推移

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（単位：世帯）
15,000

男性 女性 世帯数

19,392

15,643

25,209

27,291

24,398

26,237

24,477

25,855

24,554

25,672

24,307

25,363

24,211

25,350

23,882

25,082

23,297

24,511

22,141

23,037

20,953

21,634

（単位：人）

10,000

資料：国勢調査

（各年 5月1日現在）

令和
2年

平成
2年

昭和
45年 50年 55年 60年 7年 12年 17年 22年 27年

19,87512,184

12,706
13,092

13,782

14,120

14,905

15,566

16,029 16,087 16,005

（単位：人）

従 業 者 数事 業 所 数

総 数事 業 所
新設存続 男 女

区 　 分

農林漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物質賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業 （他に分類されないもの）

1,814

22

22

517

4

297

216

1,275

2

3

38

473

28

62

41

147

194

32

121

24

110

1,712

20

20

500

4

284

212

1,192

1

3

38

442

21

59

37

138

188

30

106

23

106

102

2

2

17

0

13

4

83

1

0

0

31

7

3

4

9

6

2

15

1

4

15,737

483

483

5,936

25

1,304

4,607

9,318

135

9

494

2,810

301

128

227

941

1,219

190

2,365

109

390

8,565

427

427

4,036

23

1,049

2,964

4,102

121

4

431

1,314

93

61

115

322

528

87

683

53

290

7,172

56

56

1,900

2

255

1,643

5,216

14

5

63

1,496

208

67

112

619

691

103

1,682

56

100

第１次産業
全産業

第３次産業

第２次産業

446
648

793
822
845
809
867

1,049
1,153

1,296
1,297
1,318

1,538
1,811

1,957
1,114

954
673

367
83
11
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12.7％
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その他　2.8％
（使用料、手数料など）

地方交付税　29.6％

予算額（単位：千円）会 計 名
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市勢要覧

常陸大宮市

常陸大宮市と
読みます

Hitachiomiya

常陸大宮市は茨城の北西部に位置し、
自然と歴史に育まれたまちです。
なかなか読みづらいと言われていますが
時を超えた歴史と受け継がれる文化が
暮らしに奥行きを与えてくれる
都心からも近い田舎なんです。

常陸大宮市は茨城の北西部に位置し、
自然と歴史に育まれたまちです。
なかなか読みづらいと言われていますが
時を超えた歴史と受け継がれる文化が
暮らしに奥行きを与えてくれる
都心からも近い田舎なんです。
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ひたち   お お  みや  し

人が輝き　安心・快適で　活力と誇りあふれるまち

久慈川
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